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「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
で
は
、
豊
岡
市
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

参
考
と
す
る
た
め
、
本
年
2
月
に

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

5
千
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
、
郵

送
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
全
体
の
36
・
4

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
1
8
2
1

人
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課
政
策
調

整
係
☎
21
－
9
0
2
2

回
答
者
の
属
性

【
回
答
者
の
性
別
】

【
回
答
者
の
年
齢
】

【
家
族
構
成
】

豊
岡
市
で
の
生
活

　

現
在
、
市
民
の
約
8
割
が
豊
岡

市
内
に
定
住
し
、
6
割
以
上
が
こ

れ
か
ら
も
居
住
を
希
望

▼
居
住
年
数（
グ
ラ
フ
1
）

　

豊
岡
市
内
で
の
居
住
年
数
は

「
20
年
以
上
」が
43
・
2
パ
ー
セ
ン

ト
と
半
数
近
く
を
占
め
、
こ
れ
に

「
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
」の
35
・

3
パ
ー
セ
ン
ト
を
加
え
る
と
全
体

の
約
8
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
居
住
年
数
が
5
年
未
満

は
約
7
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
回

答
者
の
大
半
は
豊
岡
市
に
定
住
し

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

▼
定
住
意
向（
グ
ラ
フ
2
）

　

62
・
4
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が「
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
豊
岡
市
内
に
住

み
続
け
た
い
」と
回
答
し
て
お
り
、

「
い
っ
た
ん
離
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、い
ず
れ
は
戻
っ
て
き
た
い
」

を
加
え
る
と
、
全
体
の
約
3
分
の

2
の
方
は
豊
岡
市
で
の
定
住
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、

「
市
外
に

転
居
し
た

い
」と
回

答
し
た
方

は
、
7
・

5
パ
ー
セ

ン
ト
に
な

男性
47.0％女性

51.5％

不明 1.5％18～19歳 3.3％

20～29歳
9.2％

30～39歳
15.4％

40～49歳
18.1％50～59歳

21.9％

60～69歳
21.6％

70歳以上
9.7％

不明 0.8％

1人
10.3％

2人
21.9％

3人
20.5％

4人
19.4％

5人
11.4％

6人
7.2％

不明 5.1％8人以上 1.2％
7人 3.0％

【グラフ１】居住年数

0 10 20 30 40 50

4.2％

2.6％

4.7％

8.8％

43.2％

35.3％

1.2％

３年未満

３年以上５年未満

５年以上１０年未満

10年以上20年未満

２０年以上

生まれてからずっと

不明

【グラフ２】定住意向
住み続けたい

いったん離れても
いずれは戻りたい

現在は一時居住のため
　　　市外へ転居する

市外へ転居したい

わからない

不明

0 10 20 30 40 50 60 70 80

62.4％

4.0％

3.8％

3.8％

7.5％

18.6％
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っ
て
い
ま
す
。

　

定
住
意
向
を
年
代
別
に
見
た
場

合
、「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
豊
岡
市

内
に
住
み
続
け
た
い
」は
10
歳
代

で
は
4
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な

り
少
数
で
す
が
、
年
齢
層
が
高
く

な
る
ほ
ど
こ
の
割
合
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
い
っ
た
ん
離
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
は
戻
っ
て

き
た
い
」が
10
歳
代
で
は
3
割
強

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
年
齢
層
が

高
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
割
合
は
急

激
に
減
り
、
30
歳
代
で
は
5
パ
ー

セ
ン
ト
未
満
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
市
外
に
転
居
し
た
い
」は
10
歳

代
で
は
27
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
年
齢
層
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
そ
の
割
合
は
減
っ
て

い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
と
暮
ら
し
に
つ
い
て　

　
（
グ
ラ
フ
3
）

　
「
市
へ
の
愛
着
」、「
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
て
い
る
」、「
広
報
紙
の

通
覧
」は
、お
お
む
ね
8
割
以
上
の

方
が「
は
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
中
心
市
街
地
の
魅
力
」、

「
障
害
者
の
暮
ら
し
や
す
さ
」、「
地

域
の
伝
統
あ
る
産
業
の
発
展
」、

「
公
共
交
通
の
整
備
」は
、
約
8
割

の
方
が「
い
い
え
」と
回
答
し
て
い

ま
す
。

合
併
に
対
す
る
評
価

　

施
設
の
有
効
利
用
や
観
光
施
策

に
一
定
の
評
価
は
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
住
民
負
担
の
増
加
に
厳
し

い
意
見

▼
合
併
に
よ
っ
て
達
成
で
き
た
こ

　

と（
グ
ラ
フ
4
）

　

今
回
の
合
併
に
よ
っ
て
達
成
で

き
た
こ
と
と
し
て
は「
旧
市
町
の

施
設
の
有
効
活
用
や
相
互
利
用
」

が
21
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多

く
、
以
下「
観
光
・
交
流
活
動
の

活
性
化
」が
21
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
広
域
的
視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
16
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、「
新
豊
岡

市
が
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
」が
15
・
7
パ
ー
セ
ン
ト
、「
行

政
経
費
の
削
減
や
行
財
政
運
営
の

効
率
化
」が
15
・
4
パ
ー
セ
ン
ト

で
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い

ず
れ
の
項
目
も
得
票

率
は
3
割
未
満
で
あ

り
、
合
併
に
よ
っ
て

達
成
で
き
た
こ
と
へ

の
評
価
は
分
散
し
て

い
ま
す
。

▼
今
後
期
待
し
た
い
も
の

　
（
グ
ラ
フ
5
）

　

回
答
者
が
今
後
期
待
し
た
い
も

の
と
し
て
は「
住
民
負
担
の
低
減
と

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」が
55
・

【グラフ３】テーマと暮らしについて
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

1.豊岡市に愛着を持っている

2.豊岡市の将来に希望をもっている

3.防犯や防災、救急体制面で安心して暮らせると思う

4.防災訓練など安全に関する地域の活動に参加している

5.災害に対して、家庭内で十分な備えをしている

6.地域で子どもの見守りや健全育成の手助けをしている

7.病気の予防や健康維持のために取り組んでいることはある

8.日ごろから地域の福祉活動やボランティアに参加している

9.障害者が暮らしやすく、社会参加できる環境が整っている

10.中心市街地に魅力があると感じている

11.景観を魅力的だと感じている

12.豊かな自然に恵まれていると感じる

13.地域の伝統ある産業が発展していると感じる

14.道路や、鉄道・バスなど公共交通が整備されていると思う

15.これまで但馬空港を利用したことがある

16.豊岡市で生産されたものを優先的に購入する

17.子どもたちと地域の人たちの交流が図られていると思う

18.地域活動や地域の行事に積極的に参加している

19.日常生活で「生きがい」や「やりがい」のあるものがある

20.日ごろから生涯学習に取り組んでいる

21.この1年間に文化・芸術・伝統芸能などに接したことがある

22.毎月（月２回発行）、豊岡市の広報紙に目を通している

23.市民と行政が力を合わせてまちづくりに取り組んでいる

81.6％

テーマ

15.5％ 2.9%

5.3%

2.9%

2.1%

2.7%

2.0%

2.1%

1.8%

3.9%

2.9%

2.9%

2.1%

3.1%

2.2%

1.3%

1.6%

4.6%

2.8%

3.5%

3.1%

3.3%

2.9%

6.5%

48.7％ 46.0％

54.0％ 43.1％

34.4％ 63.5％

25.1％ 72.2％

35.6％ 62.4％

31.1％ 67.1％

16.6％ 79.5％

6.9％ 90.2％

69.1％ 28.1％

90.4％ 7.5％

19.7％ 77.3％

17.5％ 80.3％

37.0％ 61.7％

64.2％ 34.2％

48.9％ 46.5％

48.1％ 49.1％

58.0％ 38.4％

27.2％ 69.6％

41.6％ 55.1％

79.5％ 17.6％

30.5％ 62.9％

61.6％ 36.4％

総
合

評
価

安
全
と
安
心
を
築
く

地
域
経
済
を
元
気
に
す
る

人
と
文
化
を
育
て
る

はい いいえ 不明
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0
パ
ー
セ
ン
ト
で
半
数
以
上
を
占

め
て
お
り
、以
下
、「
企
業
誘
致
や

若
者
の
定
住
促
進
」が
48
・
1
パ

ー
セ
ン
ト
、「
行
政
経
費
の
削
減
や

行
財
政
運
営
の
効
率
化
」が
30
・

9
パ
ー
セ
ン
ト
、「
広
域
的
視
点
で

の
ま
ち
づ
く
り
」が
29
・
3
パ
ー

セ
ン
ト
の
順
で
続
い
て
い
ま
す
。

▼
前
回
調
査
と
の
比
較（

グ
ラ
フ
5
）

　

平
成
17
年
に
実
施
し
た『
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』で
は「
合
併
に

対
す
る
期
待
」と
し
て
本
調
査
と

ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
項
目
で
設
問
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
本
調
査
に
お

い
て「
今
後
に
期
待
す
る
も
の
」と

し
て
挙
げ

ら
れ
た
項

目
を
比
較

し
て
み
る

と
、「
住
民

負
担
の
低

減
と
行
政

サ
ー
ビ
ス

の
向
上
」、

「
企
業
誘
致
や
若
者
の
定
住
促
進
」

に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査
よ
り
大

幅
に
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
方
、「
質
の
高
い
施
設
や
魅

力
的
な
事
業
の
実
施
」、「
広
域
的

視
点
で
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
旧
市

町
の
施
設
の
有
効
活
用
や
相
互
利

用
」に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査
よ

り
も
若
干
期
待
度
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

▼
合
併
後
の
不
安
・
不
満

　
（
グ
ラ
フ
6
）

　

合
併
し
て
か
ら
の
不
安
･
不
満

と
し
て
は
、「
公
共
料
金
が
高
く
な

り
、
住
民
負
担
が
重
く
な
っ
た
」

が
43
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
最
も
多

く
、
次
い
で「
一
部
地
域
だ
け
が

発
展
し
た
」が
28
・
0
パ
ー
セ
ン

ト
で
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

2
項
目
は
、
合
併
直
後
に
行
わ
れ

た
前
回
調
査
に
比
べ
、
大
幅
に
不

安
・
不
満
が
増
え
て
い
ま
す
。

【グラフ４】合併によって達成できたこと　今後期待したいもの
0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

質の高い施設や魅力的な事業の実施

広域的視点でのまちづくり

旧市町の施設の有効活用や相互利用

観光・交流活動の活性化

窓口サービスの向上

多様で高度な行政サービスの実現

住民負担の低減と行政サービスの向上

行政経費の削減や行財政運営の効率化

企業誘致や若者の定住促進

新豊岡市が一体となったイベントの開催

その他

7.3％

16.0％

21.7％

21.5％

9.1％

14.7％

13.0％
10.3％

5.2％

4.0％

15.4％

5.8％

15.7％
14.4％

0.9％
1.3％

48.1％

30.9％

55.0％

15.0％

29.3％

19.7％

達成した
今後に期待

【グラフ５】今後期待したいもの。前回調査との比較
0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

質の高い施設や魅力的な事業の実施

広域的視点でのまちづくり

旧市町の施設の有効活用や相互利用

観光・交流活動の活性化

窓口サービスの向上

多様で高度な行政サービスの実現

住民負担の低減と行政サービスの向上

行政経費の削減や行財政運営の効率化

企業誘致や若者の定住促進

新豊岡市が一体となったイベントの開催

その他

19.7.％

29.3％

9.1％

14.7％

12.0％

15.2％

10.3％
9.1％

15.0％

55.0％

30.9％

48.1％

14.4％
12.3％

1.3％
1.3％

34.7％

27.8％

47.3％

14.4％

31.5％

23.0％

今回調査
前回調査
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一
方
、「
特
に
感
じ
な
い
」と
回

答
し
た
方
も
18
・
9
パ
ー
セ
ン
ト

と
2
割
弱
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、

前
回
調
査
に
比
べ
7
ポ
イ
ン
ト
ほ

ど
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
い
て
い
な
い
」も
、

前
回
調
査
に
比
べ
て
不

安
・
不
満
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て

　

消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
に
好

評
価
。
雇
用
対
策
と
商
業
振
興
に

大
き
な
期
待

▼
施
策
に
つ
い
て
の

満
足
度（
グ
ラ
フ
7
）

　

満
足
度
の
高
い
施
策
に
つ
い

て
は
、「
消
防
・
救
急
体
制
の
充

実
」が
プ
ラ
ス
0
・
94
ポ
イ
ン
ト
、

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
豊
か
な

自
然
の
保
全
」が
プ
ラ
ス
0
・
78

ポ
イ
ン
ト
、「
特
色
あ
る
地
域
の

成
長
と
連
携（
出
石

地
域
）」が
プ
ラ
ス

0
・
62
ポ
イ
ン
ト
と

続
い
て
い
ま
す
。

　

反
面
、「
商
業
振
興
」が
マ
イ
ナ

ス
1
・
17
ポ
イ
ン
ト
、「
雇
用
対

策
」が
マ
イ
ナ
ス
1
・
02
ポ
イ
ン

ト
、「
特
色
あ
る
地
域
の
成
長
と

連
携（
豊
岡
地
域
）」が
マ
イ
ナ
ス

0
・
91
ポ
イ
ン
ト
と
評
価
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
施
策
に
つ
い
て
の今

後
の
重
要
度

　

今
後
の
施
策
の
重
要
度
に
つ

い
て
は
、
全
て
が
プ
ラ
ス
の
値
と

な
り
ま
し
た
。
重
要
度
の
高
い
順

に「
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
」が

プ
ラ
ス
1
・
52
ポ
イ
ン
ト
、「
雇
用

対
策
」が
1
・
45
ポ
イ
ン
ト
、「
防

災
・
減
災
力
の
向
上
」が
プ
ラ
ス

1
・
44
ポ
イ
ン
ト
、「
介
護
保
険
制

度
の
充
実
」が
1
・
40
ポ
イ
ン
ト
、

「
子
育
て
環
境
の
充
実
」が
1
・
38

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
は

閲
覧
で
き
ま
す

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
設

問
の
回
答
と
と
も
に
、多
く
の「
自

由
意
見
」も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
、
こ
の
調
査
結
果

を
十
分
検
討
し
、
後
期
基
本
計
画

策
定
の
参
考
と
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
報
告
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
政
策
調
整

課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.city.toyooka.lg.jp

【グラフ６】合併後の不満・不安
0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 0.0％ 10.0％

公共料金が高くなり、住民負担が重くなった

一部地域だけが発展した

住民の意思が行政に反映されていない

行政サービスが行き届いていない

役所が機能面で不便になった

旧市町間の住民感情にわだかまりがある

地域のコミュニティが崩壊

旧市町固有の歴史・文化・伝統が忘れられている

特に感じない

その他

43.5％

28.0％

18.5％
19.6％

22.7％
25.6％

13.2％

3.6％

7.2％

3.8％

18.9％
26.4％

3.2％
4.3％

3.8％

5.4％

4.4％

13.3％

18.7％

31.2％

今回調査
前回調査

【グラフ７】施策の満足度 ( ベスト５、ワースト５)
　注）回答を数値に置きかえ、その平均点により表示しています。
　《満足：+2、やや満足：+1、やや不満：−1、不満：−2、その他：0 》

－1.5 －0.9 －0.3 0.3 0.9 1.50

2．消防・救急体制

12．コウノトリも住める豊かな自然の保全

48．特色ある地域の成長と連携（出石地域）

13．コウノトリと共生する文化の保全

17．水道・下水道の整備

52．効率的・効果的な行政組織の構築

23．工業振興

44．特色ある地域の成長と連携（豊岡地域）

24．雇用対策

22．商業振興

0.94

0.78

0.62

0.60

0.58

－0.80

－0.82

－0.91

－1.02

－1.17

不満 満足▼
▼
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アラスカの山々に魅せられ　遥かな高みに挑み続ける

受賞者　栗
く り

秋
あ き

正
ま さ

寿
と し

さんが来市
栗秋正寿さんってどんな人?

《中央アラスカ山脈三大高峰への冬季単独
登頂挑戦等経歴》

《問合せ》

【椎名　誠さん（選考委員）が来市】

◇日　時

◇場　所
◇内　容

◇入場料

【府中小学校の取組み】

第15回（2010）「植村直己冒険賞」授賞式・記念講演会

（写真提供：椎名　誠
事務所）
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3
月
11
日
午
後
2
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9
・
0（
暫
定
値
）

の
世
界
最
大
級
の
巨
大
地
震
が
三
陸
沖
で
発
生
し
ま
し
た
。
地
震

の
直
接
的
な
揺
れ
や
そ
の
後
の
大
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
を
中
心

と
し
た
東
日
本
で
は
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
ま
た
は
流
失
し
、
多
数

の
死
者
や
行
方
不
明
者
が
出
る
な
ど
未み

曾ぞ

有う

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
た
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
市
と
し
て
も
可
能
な
支
援

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
防
災
係
☎
23

1
1
1
1

忘
れ
て
は
い
け
な
い
北
但
大
震
災

地
震
は
突
然
や
っ
て
く
る
!

普
段
か
ら
の
備
え

大
き
な
揺
れ
を
感
じ
た
ら

揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら

避
難
す
る
と
き
は

協
力
し
合
っ
て
、
救
出
・
救
護

地
震
の
種
類
は
?

地
震
か
ら
身
を
守
る
に
は

〈北但大震災の被害状況〉



広報とよおか　2011.5.25 8

付
け
ん
さ
っ
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
！

5
月
31
日
ま
で
に
設
置
す
る
ん
じ
ゃ
よ
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、本
年
5
月
31
日

ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
、設
置
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
は
、わ
が
家
と
家
族
を
守
る
火
災

警
報
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》消
防
本
部
予
防
課
指
導
係
☎
24
－
1
1
1
9

　

毎
年
、
建
物
火
災
に
よ
り
1
千

人
を
超
え
る
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
9
割
が
住
宅
火
災
で

発
生
し
、
死
亡
原
因
の
7
割
が
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
住
宅
で
の
火
災
は
発
見
が
遅

れ
が
ち
に
な
る
た
め
で
す
。

　

火
災
を
い
ち
早
く
発
見
し
、
痛

ま
し
い
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
全
て
の
住
宅
に﹁
住
宅

用
火
災
警
報
器
﹂を
設
置
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
熱
や
煙
を
感
知
し
、
警

報
を
鳴
ら
し
て
火
災
を
知
ら
せ
る

も
の
で
す
。

　

電
池
式
、
家
庭
用
電
源
式
が
あ

り
、
ま
た
、
火
災
と
ガ
ス
漏
れ
の

両
方
を
検
知
で
き
る
複
合
タ
イ
プ

も
あ
り
ま
す
。

　

煙
を
感
知
す
る
も
の
を﹁
煙
式
﹂

熱
を
感
知
す
る
も
の
を﹁
熱
式
﹂と

い
い
、
設
置
は﹁
煙
式
﹂が
基
本
と

な
り
ま
す
。

〇
煙
式（
寝
室
・
階
段
）

・
煙
が
火
災
警
報
器
に
入
る
と
音

や
音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。

〇
熱
式（
台
所
・
居
室
）

・
火
災
警
報
器
の
周
囲
の
温
度
が

一
定
の
温
度
に
達
す
る
と
音
や

音
声
で
知
ら
せ
ま
す
。

　

自
分
で
取
り
付
け
る
場
合
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー
パ
ー
、

消
防
用
品
取
扱
店
、
電
気
工
事
店
、

電
気
店
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

　

新
築
な
ど
の
場
合
は
、
工
務
店

に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

価
格
は
、
1
台
3
千
〜
1
万
円

程
度
で
す（
取
付
け
工
事
費
別
）。

■
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

所（
左
図
の
○
印
）

・
寝
室
⋮
就
寝
中
に
火
災
を
知
る

た
め
。

・
階
段
⋮
火
災
の
煙
が
ま
っ
先
に

集
ま
り
や
す
い
た
め
。

■
取
り
付
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

所（
左
図
の
▽
印
）

・
台
所
、
全
て
の
居
室
⋮
火
災
が

発
生
し
や
す
い
場
所
に
取
り
付

け
る
と
、
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

購
入
方
法
、価
格
は
？

設
置
場
所

悪質な訪問販売に注意！

　不適正な価格、無理強い販売など
を行う業者に注意ください。「火災警
報器」はクーリングオフの対象です。
　消防署員が訪問販売
などを行ったり、業者
に販売を委託すること
はありません。

▲NSマーク付の製品を
　推奨します

▲壁取付けタイプ ▲天井取付けタイプ

火災報知機の種類（例）

豊岡市マスコット
玄武岩の玄さん
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申
込
書
は
、2
月
下
旬
に
、40
〜

74
歳
で
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
加

入
の
方
、過
去
3
年
間
に
豊
岡
市

の
健
診（
検
診
）を
受
診
し
た
こ
と

が
あ
る
方
、本
年
度
内
に
40
歳
に

な
る
方
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。申

込
書
が
手
元
に
あ
る
方
は
、希
望

の
健
診
項
目
に
○マ

ル

を
付
け
、返
信

用
封
筒
に
80
円
切
手

を
貼
り
、期
日
ま
で

に
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
が
手
元

に
な
い
方
で
受
診
希
望
の
方
は
、

健
康
増
進
課
に
電
話
で
申
し
込

「
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」の

2
次
募
集
の
お
知
ら
せ

40
〜
74
歳
の
豊
岡
市
国
保
加
入
者
は
基
本
健
康
診
査

が
無
料
で
す
。必
ず
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!

申
込
期
限　
6
月
15
日（
水
）消
印
有
効

　
「
23
年
度
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」の
追
加
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
「
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」の
受
診
に
は
、事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
申
込
み
を
し
て
い
な
い
方
は
、こ
の
機
会
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課
☎
24
－
1
1
2
7み

く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
助
成
を
申
し
込
ん
だ
方
お
よ

び
国
保
特
定
健
診
個
別
健
診
を

申
し
込
ん
だ
方
は
、申
込
み
で

き
ま
せ
ん（
た
だ
し
、個
別
健
診

を
申
し
込
ん
だ
方
で
も
、す
こ

や
か
市
民
ド
ッ
ク
で
の
が
ん
検

診
は
、受
診
で
き
ま
す
）。

※
歯
周
病
検
診
の
申
込
受
付
は
終

了
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

6
月
15
日（
水
）消

印
有
効

▽
申
込
書
送
付
先　

健
康
増
進
課

（
〒
6
6
8
－
0
0
4
6　

立

野
町
12
－
12
）

　

健
診
の
時
期
は
9
〜
12
月
で
す
。

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
い
た
だ
く
た
め
、

申
し
込
ん
だ
方
に
、健
診
日
時
・

会
場
を
指
定
し
て
、後
日
通
知
し

ま
す
。

　

今
回
の
健
診
会
場
は
、健
康
福

祉
施
設（
立
野
町
）・
日
高
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
出
石
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
3
会
場
で
す
。

　

な
お
、申
込
人
数
に
よ
り
、希
望

の
会
場
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、理
解
と
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

女
性
の
が
ん
検
診（
乳
が
ん
・

子
宮
頸
部
が
ん
検
診
）を
希
望
す

る
方
も
、こ
の
機
会
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

受
診
料
金
は
、右
表
の
と
お
り

で
す
が
、次
に
該
当
す
る
方
は
免

除
さ
れ
ま
す
。

▽
受
診
料
金
の
免
除

・
70
歳
以
上
の
方
は
、腹
部
超
音

波
検
査
を
除
き
無
料

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

方
・
生
活
保
護
受
給
者
は
、申

請
に
よ
り
無
料

・
本
年
度
内
に
40
歳
に
な
る
方
は
、

健
康
管
理
に
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、胃
が
ん
・
肺

が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
が
今
年

か
ら
無
料
で
受

診
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
健
診
内
容
の
詳
細
は
、2
月
25

日
発
行
の
市
広
報
紙
と
一
緒
に

配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平成23年度

〈受診料金（年齢はすべて平成24年3月末現在の年齢です）〉
受診項目 対象者 料金

基本健診

20〜39歳の市民 1,000円
40〜74歳の

豊岡市国民健康保険加入者・
生活保護受給者

無料

75歳以上の市民 無料

が
ん
検
診

肺がん 40歳以上 400円

喀
かく

痰
たん

検査 50歳以上（ハイリスク者に限る） 900円

胃がん 40歳以上 1,100円

大腸がん 40歳以上 400円

前立腺がん 50歳以上の男性 500円
乳がん

（マンモグラフィ）
40歳以上（年度内偶数年齢）

の女性 1,500円

子宮頸部がん 20歳以上の女性 1,400円

肝炎ウイルス検診 40歳以上で今まで受診したことが
ない方 800円

腹部超音波検査 40歳以上 1,500円

健
診
の
申
込
方
法

健
診
の
時
期
・
会
場

受
診
料
金

女
性
の
が
ん
検
診

（
乳
が
ん
検
診
・

　
　

子
宮
頸け

い

部ぶ

が
ん
検
診
）
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△

対　　象　市内の地域の暮らしを伝えるもので
あれば何でも可（自然、建築物、文化、
伝統など）△

表現方法　写真、絵、地図、絵図、文章（ものがたり）
が分かる写真や図、文章などを応募用
紙と一緒に送付ください。△

応募資格　どなたでも△

応募方法　応募用紙に必要事項（応募者の住所・
氏名・年齢・電話番号・いつごろの風
景か・場所・説明）を記入の上、郵送、
メール、または持参ください。

※詳細は、都市整備課および各総合支所地域振興課
の窓口などに設置の応募用紙（市ホームページか
らもダウンロード可能）をご覧ください。△

応募期間　５月25日（水）〜８月31日（水）必着△

注意事項

・写真は、プリント写真、写真データ（JPEG形式・
２MBまで）のどちらでも応募できます。ただし、
画像加工をしたものは不可です。

・応募作品の版権は、市に帰属します。ただし、絵
図や古い資料などの公開にあたっては相談させて
いただきます。

・人物などを撮影した作品で肖像権などの責任は、撮
影者本人が対処してください。権利侵害などの問
題が発生した場合、市ではその責任を負いません。

・応募作品は、希望により返却しますが、市の景観
PRのために使用させていただくことがあります
ので了承ください。△

表　　彰　10月23日（日）豊岡市景観計画検討委員
会で選定し、表彰します。

《応募・問合せ》都市整備課景観政策係
　　　　　　　  ☎23-1712

「豊岡、風景のものがたり」
まち・むらの暮らしの風景を募集します
　市内には、他市に例がないほどさまざまな、地域固有の素晴らしい風景がたくさんあります。私
たちは先人から受け継いだそれらの宝物を、大切に守り育てていかなければなりません。出石城下
町や城崎温泉などでは、一定のルールをつくり住民の皆さんの協力で、良好な風景が維持されてい
ます。しかし、このことがいつまでも続くとはかぎりません。また近年では、田園や幹線道路の沿
道にも派手な広告看板が目立つようになり、豊岡らしい美しい風景が損なわれています。
　住民の皆さんにとって住み心地が良いと感じる風景こそが、豊岡を訪れる方にも居心地がよく、

“また来たい！”と思われる風景であると考えます。
　市では、私たちのまち・むらの暮らしを伝える「風景のものがたり」を募集します。あなたが感じ
た美しい風景、心が癒される風景、心に残っている風景などをお送りください。応募いただいた風
景の中から素敵な「風景のものがたり」を選定し、表彰します。
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体
育
指
導
委
員
と
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
法
」に
基
づ
き
、教
育
委
員

会
が
委
嘱
し
た
非
常
勤
の
職
員
で

す
。

▽
体
育
指
導
委
員
の
職
務

・
市
民
の
求
め
に
応
じ
て
ス
ポ
ー

ツ
の
実
技
の
指
導
を
行
う
こ
と

・
学
校
、公
民
館
な
ど
の
教
育
機

関
、そ
の
他
行
政
機
関
の
行
う

ス
ポ
ー
ツ
行
事
お
よ
び
事
業
に

関
し
、協
力
す
る
こ
と

・
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進

の
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
育

成
を
図
る
こ
と

・
ス
ポ
ー
ツ
団
体
そ
の
他
の
団
体

が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
行
事
お
よ
び

事
業
に
関
し
、求
め
に
応
じ
て

協
力
す
る
こ
と

・
市
民
の
、ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と

・
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
し
、

指
導
お
よ
び
助
言
を
行
う
こ
と

　

具
体
的
に
は
、10
月
に
開
催
す

る「
と
よ
お
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

体
育
指
導
委
員
を
紹
介
し
ま
す
!

　

4
月
14
日
に
豊
岡
市
体
育
指
導
委
員
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
末
ま
で
の
2
年
間
、市
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

《
問
合
せ
》ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
－
9
0
2
3

ス
テ
ィ
バ
ル
」の
企
画
運
営
や

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」の
普
及
・
指

導
な
ど
を
行
う
ほ
か
、地
域
で
の

運
動
会
・
球
技
大
会
な
ど
の
運
営

支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲スポーツ指導をする体育指導委員

体　育　指　導　委　員　一　覧

氏　

名

住　

所

氏　

名

住　

所

氏　

名

住　

所

松
井　

勉

城
南
町

芹
澤
正
志

城
崎
町
桃
島

小
山
通
代

日
高
町
上
郷

紀
氏
隆
宏

中
央
町

天
野
登
喜
子

城
崎
町
湯
島

小
林
一か

ず

聡あ
き

日
高
町
上
石

岡
田　

茂

下
陰

谷
垣
慎
也

城
崎
町
湯
島

石
野
勝
己

出
石
町
東
條

八
木
雄
一

伊
賀
谷

谷
垣
茂
彦

城
崎
町
湯
島

吉
谷
禮
子

出
石
町
森
井

橋
本　

敬た
か
し

江
野

黒
田
慎
吾

城
崎
町
湯
島

酒
井
和
昭

出
石
町
日
野
辺

坂
井
栄し

げ

実み

塩
津
町

高
木
裕
子

城
崎
町
湯
島

太
田　

尚

出
石
町
町
分

中
尾　

浩

九
日
市
下
町

藤
原　

誠

竹
野
町
二
連
原

橋
本
昌
明

出
石
町
福
居

久
田
成な

り

人ひ
と

梶
原

上
田
博
一

下
陰

竹
下
政
信

出
石
町
細
見

藤
原　

寛

法
花
寺

伊
藤
伸
一

竹
野
町
竹
野

中
山
祐
一

出
石
町
宮
内

小
川　

昇

野
上

大
井
広
光

竹
野
町
須
谷

野
末
八
千
代

但
東
町
平
田

浅
田　

徹

今
森

木
瀬
至て

つ

也や

竹
野
町
小
丸

本
田　

敏

但
東
町
赤
花

村
尾
賢
二

大
篠
岡

中
田
千
香
子

竹
野
町
切
浜

福
冨　

茂

但
東
町
矢
根

由
良
亮
司

引
野

川
口
彰
弘

竹
野
町
竹
野

渡
辺
浩
貴

但
東
町
中
山

山
口　

敦あ
つ
し

駄
坂

達
富
由
香
里

竹
野
町
御
又

中
川
美
由
紀

但
東
町
天
谷

前
場
弥
生

津
居
山

水
嶋
芳
一

日
高
町
伊
府

小
山
洋ひ

ろ

慶よ
し

但
東
町
久
畑

木
本
浩
美

田
結

一
幡
慎
一

日
高
町
中

大
田
和
弘
朗

但
東
町
薬
王
寺

米
原
宗そ

う

浩こ
う

宮
井

小
田
垣　

修

日
高
町
国
分
寺

稲
木
哲
也

但
東
町
大
河
内

中
家　

清

城
崎
町
湯
島

山
田
博ひ

ろ

規の
り

日
高
町
殿

植
田
博
成

但
東
町
唐
川

上
崎
重
樹

城
崎
町
今
津

今
西
俊
也

日
高
町
山
宮

加
藤　

忍

城
崎
町
今
津

増
田
義
人

日
高
町
山
田
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平成22年度　小売価格調査結果のお知らせ

《問合せ》

4
月

360

300

240

180

0

（円） キャベツ（1玉）

233

192

194 246
202

204

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

170

130

0

（円） レギュラーガソリン（1ℓ）

140 138 136 135 139
147

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

650

550

450

0

（円） 和牛肉（もも薄切り・100ｇ）

529 497
497

561 574 529

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

550

450

350

0

（円） サバ（生25～35㎝・1匹）

366 357 368
348

545

411

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

2,500

2,200

0

（円） うるち米（コシヒカリ・5㎏）

2,281
2,268 2,339 2,269

2,188
2,200

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

170

130

0

（円） 軽油（1ℓ）

118 118 117 116 120
127

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

260

230

200

0

（円） 卵（Ｌサイズ10個入りパック詰め）

210 202
207 215

213 213

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

340

270

200

0

（円） 豚肉（国産ロース薄切り・100ｇ）
257 266

246 239 248
240

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

平成21年度 平成22年度

《問合せ》
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ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

相
談
く
だ
さ
い

▽
診
療
日
時

▽
場
所

▽
予
約
方
法

▽
個
人
負
担

▽
そ
の
他　

《
問
合
せ
》

▽
入
居
資
格
・
添
付
書
類

▽
申
込
場
所

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
但
東
地
域
）   

の
入
居
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

▽
入
居
資
格

▽
募
集
戸
数

《
申
込
み
・
問
合
せ
》

あ
な
た
に
あ
っ
た
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
に
あ
っ
た
運
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

総
合
健
康
ゾ
ー
ン
診
療
所
を
利
用
く
だ
さ
い
平成23年度

市
営
住
宅
・
県
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す（
随
時
募
集
）

利
用
イ
メ
ー
ジ

診　

察

（
問
診
等
）

運
動
負
荷

試
験

運
動
指
導
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市
で
は
、経
済
成
長
の
主
要
な

戦
略
と
し
て「
食
の
都
づ
く
り
戦

略
」を
掲
げ
、豊
岡
の
食
を
見
つ
め

直
し
、豊
岡
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー

で
そ
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、集

客
に
つ
な
げ
て
い
く
取
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

3
月

25
日
発

行
の
市

広
報
紙

で
は
、お

菓
子
の

ル
ー
ツ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

た
。今
回
は
、も
う
一
つ
の
食
材
、

「
但
馬
牛
の
経
産
牛
」に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　

但
馬
牛
は
、歴
史
と
伝
統
に
培

わ
れ
た
世
界
に
通
用
す
る
ブ
ラ
ン

ド
価
値
を
有
し
て
い
ま
す
。但
馬

地
域
の
畜
産
農
家
は
、ほ
と
ん
ど

が
繁
殖
農
家
で
、子
牛
を
松
坂
牛

や
神
戸
牛
な
ど
の
素
牛
と
し
て
出

荷
し
て
き
ま
し
た
。但
馬
牛
の
子

牛
は
、各
地
域
で
肥
育
さ
れ
た
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、但
馬
地
域
に
は
、子

牛
を
産
み
終
え
た
繁
殖
メ
ス
牛
の

「
経
産
牛
」が
残
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

経
産
牛
と
は
、お
産
を
経
た
牛

の
こ
と
で
す
。経
産
牛
の
肉
は
、比

較
的
硬
い
た
め
、一
般
に
高
級
と

さ
れ
る
牛
肉
は
、メ
ス
な
ら
未
経

産
牛
、オ
ス
な
ら
去
勢
牛
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

豊
岡
の
新
し
い「
食
」の
魅
力
を
探
る

　
　

②
経
産
牛（
但
馬
牛う

し

）

《
問
合
せ
》
経
済
課
☎
23
－
4
4
8
0

豊
岡
の「
食
の
都
づ
く
り
」に向

け
て

　

こ
の
た
め
、経
産
牛
の
肉
は
、市

場
に
流
通
し
て
い
て
も
、そ
の
名

が
表
舞
台
に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、経
産
牛
は
、ア
ミ
ノ
酸

の
一
種
の
カ
ル
ニ
チ
ン
を
多
く
含

む
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、脂
肪
燃

焼
効
果
が
あ
り
、食
べ
て
も
太
り

に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。調

理
方
法
に
よ
っ
て
軟
ら
か
く
な
り
、

赤
身
で
本
来
の
牛
ら
し
い
深
み
の

あ
る
食
味
が

新
た
な
脚
光

を
集
め
る
と

考
え
ら
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
、

市
で
は
、但

馬
牛
の
経
産
牛
の
歴
史
と
そ
の
食

味
を
再
評
価
す
る
こ
と
で
、牛
肉

の
新
し
い
価
値
観
を
創
出
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

但
馬
地
域
で
、全
国
の
ブ
ラ
ン

ド
牛
を
支
え
て
き
た
但
馬
牛
の
歴

史
を
つ
く
っ
て
き
た
経
産
牛
。そ

の
お
肉
を
地
元
で
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
、他
の
地
域
に
真
似
の

で
き
な
い
、豊
岡（
但
馬
）ら
し
い

食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
な
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、鹿
肉（
ジ
ビ
エ
）料
理

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
経
産
牛
っ
て
?

な
ん
で
経
産
牛
な
の
?

但
馬
牛
の
歴
史

　市では、経産牛に対してより愛着を持って親
しんでもらうため、“ロゴマーク”と“キャッチ
コピー”を作製しました。
　これらは、経産牛が、新たな豊岡の「食」とし
て定着していけるよう、いろいろな場面で使用
します。本年度は、経産牛を使用したメニュー
を提供していただ
ける市内料理店に、
市が作製したフ
ラッグ（旗）を店先
などに掲示してい
ただくほか、市内
料理店で一斉に経
産牛の料理を提供
するキャンペーン
の開催も検討して
います。

　市では、市内の料理人に対して、経産牛のイ
メージアップを図るため、「経産牛の試食会」を
３月22日、市内レストランで開催しました。
　当日は、神戸などから４人のシェフを招き、
経産牛をおいしく食べる料理を提案していた
だきました。
　参加した27人の市内料理人は「軟らかい。こ
れが本当に経産牛?」、「但馬牛の半分の値段で
こんな魅力
的な料理が
できるなん
て」などと
話し、経産
牛に新たな
価値を見い
だしていま
した。

ロゴマークとキャッチコピーができました 但馬牛の経産牛の試食会を開催しました

▲但馬地域の経産牛をＰＲするた
めのロゴマークとキャッチコピー
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からだへの効果①
•血流アップで脳細胞の活性化！脳
の老化防止にも役立ちます
•脂肪燃焼!ダイエット効果
•骨密度アップで骨粗しょう症予防
•筋肉の減少を防ぐ
•むくみ解消

やってみよう！感じてみよう！歩キング！

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん
豊岡市マスコット 豊岡市マスコット

　市では、歩くことによる健康づくりを「歩キング」と名付け、推進しています。歩キングに関連した健康
情報や取組みを１２回シリーズでお届けします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　《問合せ先》健康増進課☎24-1127

歩
ある

キングで健康づくり！②

～正しく歩けていますか？～

☆歩キング○×クイズ☆
【問１】連続して歩かないと効果がない？
【解答】×
　続けて30分歩くのと、何回かに分けて合計30分歩い
たときの効果はまったく同じです。歩くことは「足し算」!
「時間がない」という方も、合間をみて歩きましょう!

＊「歩キング（歩くこと）」の効果１＊

水分補給を忘れずに!
・歩く前後や途中の水分補給を十分に行いましょう。

目線は10～20m
前方に向ける

呼吸は一定リズムで
軽やかに

背筋を伸ばし、重心を高く
脇をしめ、肘は90度
近く曲げ、手は軽く
握る

歩幅をやや大きくとり
しっかりと踏み、
かかとから着地する

Q：どれくらい歩けば良い?
A：１日に８千～１万歩を目安に!
（10分歩くと約１千歩）
・１週間で６万３千歩が目安じゃぞ。

＊正しい歩き方＊　正しい姿勢・歩き方で「歩きの効果」アップ！

からだへの効果②
•血圧を下げる
•コレステロール値の低下
•免疫力アップ
•ホルモンバランスを整える
•内臓の働きを活発にするなど
•冷え性の改善
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厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
た
60
歳
未
満
の
方

が
退
職（
失
業
）す
る
と
、
市
役

所
で
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険

者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料（
平
成
23
年
度
月
額

1
万
5
0
2
0
円
）を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
所
得
審
査
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
22
年
4
月
1
日
以
降

に
失
業
し
た
方
は
、
特
例
と
し
て

本
人
の
所
得
審
査
が
な
く
な
り

ま
す（
特
例
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

失
業
し
た
年
度
と
そ
の
翌
年
度
に

な
り
ま
す
）。

※
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
審
査

は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
が
退
職（
失
業
）し

て
い
る
場
合
は
、
所
得

審
査
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
平
成
22
年
7
月
〜
平
成
23
年
6

月
分
保
険
料
の
免
除
審
査
は
、

平
成
22
年
度
所
得（
平
成
21
年

中
所
得
）に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の
扱
い

・
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

・
国
庫
負
担
金
と
し
て
2
分
の

1
の
年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す

（
平
成
21
年
3
月
ま
で
は
、
3

分
の
1
の
保
障
と
な
り
ま
す
）。

・
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る

全
額
免
除
の
ほ
か
、
申
請
者
の

任
意
ま
た
は
他
の
方
の
所
得
審

査
に
よ
っ
て
保
険
料
の
一
部
を

納
付
す
る
4
分
の
1
免
除
、
半

額
免
除
、
ま
た
は
4
分
の
3
免

除
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
請
期
限

　

平
成
22
年
7
月
以
降
の
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
の

免
除
申
請
期
限
は
、
8
月
1
日

（
月
）で
す
。
本
年
7
月
以
降
の

保
険
料
の
免
除
申
請
は
、
手
続

き
の
際
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を
準

備
く
だ
さ
い
。

●
6
月
11
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
6
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日

の
月
曜
日
は
、

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
年
金
受
給
に
関
す
る
電
話
で
の

問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22
－
0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

・
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

※
平
成
22
年
1
月
2
日
以
降
の
転

入
に
よ
り
本
市
で
所
得
を
確
認

で
き
な
い
場
合
は
、
所
得
証
明

書
が
必
要
で
す
。

　

免
除
の
承
認
を
さ
れ
た
期
間
は
、

定
額
保
険
料
で
納
め
た
場
合
よ
り

も
老
齢
基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

そ
の
期
間
の
保
険
料
を
さ
か
の

ぼ
っ
て「
追
納
」を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

額
に
近
づ
け
た
い
方
は
、
生
活
に

余
裕
が
で
き
た
時
に
、
豊
岡
年
金

事
務
所
で「
追
納
」の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

退
職（
失
業
）に
よ
る
保
険
料
の

特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

号
の
分
か
る
も
の

・
認
印

※
3
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※
半
額
免
除
は
平
成
14
年
4
月
に
、

4
分
の
1
免
除
と
4
分
の
3
免

除
は
平
成
18
年
7
月
に
、
若
年

者
納
付
猶
予
は
平
成
17
年
4
月

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
免
除
期
間
の

追
納
に
つ
い
て

免除された年度 追納保険料額
４分の１免除 半額免除 ４分の３免除 全額免除・猶予

平成13年度（10年度目） ｜ ｜ ｜ 15,350円
平成14年度（９年度目） ｜ 7,380円 ｜ 14,760円
平成15年度（８年度目） ｜ 7,270円 ｜ 14,540円
平成16年度（７年度目） ｜ 7,170円 ｜ 14,340円
平成17年度（６年度目） ｜ 7,190円 ｜ 14,380円
平成18年度（５年度目） 3,610円 7,220円 10,830円 14,440円
平成19年度（４年度目） 3,610円 7,230円 10,840円 14,470円
平成20年度（３年度目） 3,640円 7,290円 10,940円 14,580円
平成21年度（２年度目） 3,660円 7,330円 10,990円 14,660円
平成22年度（１年度目） 3,770円 7,550円 11,320円 15,100円



広報とよおか　2011.5.2517

　

認
知
症
と
は
病
名
で
は
な
く
、

大
脳
の
細
胞
が
壊
れ

る
こ
と
で
、
情
報
を

分
析
し
た
り
、
記
憶

し
た
り
、
思
い
出
し
た
り
す
る

機
能
が
低
下
し
、
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
状
態
を
表
し
ま
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
物
忘
れ

を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
認
知
症

が
始
ま
っ
た
の
で
は
?
」と
心
配

に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
単
な
る
物

忘
れ
は
認
知
症
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

①
認
知
症
を
知
る

　

認
知
症
の
専
門
医
療
や
、か
か
り
つ
け
医
と
の
連
携
、相
談
対
応
な

ど
地
域
に
お
け
る
認
知
症
医
療
の
中
核
を
担
う
こ
と
を
目
的
に
、公

立
豊
岡
病
院
内
に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
配
置
し
、地
域
に
お
け
る
認
知
症
ケ
ア
体
制
と
医
療
と

の
連
携
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
6
回
シ
リ
ー
ズ
で
、認
知
症
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し

ま
す
。

 

《
問
合
せ
》高
年
福
祉
課
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
2
4
0
9

①
出
来
事
の
細
部
を
忘
れ
た
の
か
、

出
来
事
自
体
を
忘
れ
た
の
か

②
忘
れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
ら

思
い
出
せ
る
か
ど
う
か

③
忘
れ
た
と
い
う
自
覚
が
あ
る
か

ど
う
か

※
出
来
事
自
体
を
忘
れ
、
指
摘
さ

れ
て
も
思
い
出
せ
ず
、
忘
れ
た

自
覚
が
な
い
場
合
、
認
知
症
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
は
病
名
じ
ゃ
な
い

認
知
症
と
物
忘
れ

認
知
症
と
物
忘
れ

見
分
け
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

《相談窓口》

名　称 電　話 ファックス

豊岡地域包括支援
センター 24︲2409 24︲9088

公立豊岡病院認知
症疾患医療センター 22︲1090 22︲1090

例えば、こんな受け答え
から判断できます

「どうして伝言を伝え
てくれなかったの?」

問いかけ

「あっ、そうだ。伝言
があったのに、忘れ
てごめん」
⇒単なる物忘れです

返答その１

「私は伝言なんて
聞いていない。な
ぜそんなことを聞
くのか」
⇒度重なると認知症の可能性が
　あります

返答その２

　

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、平
成
2
年

に「
ク
リ
ー
ン
但
馬
5
万
人
大
作

戦
」と
し
て
始
ま
り
、国
民
体
育

大
会
を
契
機
に「
ク
リ
ー
ン
但
馬

10
万
人
大
作
戦
」に
規
模
を
拡
大

し
、今
年
で
21
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
は
市
内
で
延
べ
3
万
8
千

人
が
参
加
し
、清
掃
土
砂
を
含
め

約
4
6
0
ト
ン
も
の
ご
み
が
回
収

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
6
月
5
日（
日
）を
基
準

日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
地
域
や
地
区
の
事
情
に
よ
り
実

施
日
は
異
な
り
ま
す
。

　

各
区
の
区
長
さ
ん
を
中
心
に
次

の
作
業
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

・
区
内
の
幹
線
道
路
周
辺
の
空
き

缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
回

収
し
て
く
だ
さ
い
。

・
燃
や
す
ご
み
、燃
や
さ
な
い
ご

み
に
分
別
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ご

み
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
清
掃
土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

・
不
法
投
棄
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ
、テ

レ
ビ
な
ど
の
処
理
困
難
物（
豊
岡

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
で
き
な
い

ご
み
）も
集
積
場
所
に
集
め
て
く

だ
さ
い
。

※
作
業
中
は
事
故
の
な
い
よ
う
通

行
車
両
な
ど
に
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

軽
い
気
持
ち
で
ポ
イ
捨
て
さ
れ

た
ご
み
は
、地
域
の
美
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、水
路
へ
流
れ
た

も
の
は
田
ん
ぼ
や
海
岸
に
流
れ
着

き
、農
家
や
沿
岸
部
に
住
む
方
に

大
変
な
迷
惑
を
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、動
物
や
魚
、植
物
な
ど
私

た
ち
市
民
共
通
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
自
然
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
、絶
対
に
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、法
律
に
違
反
し
て
ご
み

を
投
棄
し
た
場
合
は
、5
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
1
千
万
円
以
下

の
罰
金（
ま
た
は
そ
の
両
方
）に

処
せ
ら
れ
ま
す（
法
人
の
場
合
は
、

3
億
円
以
下
の
罰
金
）。

　
「
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
豊

岡
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
☎
23
－
5
3
0
4

み
ん
な
で
美
し
い
豊
岡
を
…
②

「
ク
リ
ー
ン
但
馬
10
万
人
大
作
戦
」を
実
施
!　

作
業
内
容

ポ
イ
捨
て
は

　

あ
な
た
の
心
の
落
と
し
物



【
4
月
】

18
日
・
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
診
療
所

開
設（
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊

岡
内
）

　
　

・
城
崎
駅
通
り
公
園
竣
工
式

19
日　

被
災
地
へ
緊
急
消
防
援
助

隊
出
発

20
日　

市
新
庁
舎
建
設
工
事
安
全

祈
願
祭

21
日　

旧
円
山
川
橋
梁
記
念
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
設
置（
Ｋ
Ｔ
Ｒ

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
駅
）

22
日　

被
災
地
支
援
隊
出
発（
27
・

29
日
、5
月
6
・
9
・
13
日
）

28
日　

日
本
赤
十
字
社
へ
義
援
金

送
金

【
5
月
】

6
日　

全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
豊
岡
大
会（
〜
9
日
）

12
日　

兵
庫
県
立
大
学
と
豊
岡
市

と
の
連
携
協
力
に
関
す
る

協
定
調
印
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

4
月
20
日
、
市
役
所
本
庁
舎
前

で
、「
豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
工
事
安

全
祈
願
祭
」が
施
工
業
者
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
で
は
、
中
貝
市
長
、
豊
岡

市
議
会
議
員
、
関
係
区
長
、
市
民

検
討
委
員
会
委
員
、
関
係
業
者
な

ど
の
67
人
が
参
列
し
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は
、
関
係
者
に
感
謝

の
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
何
が

あ
っ
て
も
、
市
民
の
大
切
な
日
常

を
支
え
、
市
民
の
希
望
を
リ
ー
ド

す
る
拠
点
と
な
る
市
庁
舎
の
起
工

が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
事
故
な
く
、
新
庁
舎
が
完

成
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
、
平
成
25
年
3
月
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

4
月
18
日
、
観
光
客
と
地
域
住

民
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の

「
城
崎
駅
通
り
公
園
」（
城
崎
町
湯

島
）が
完
成
し
、
竣
工
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

公
園
の
管
理
は
一
部
を
除
き
、

関
係
地
域
の「
城
崎
駅
通
り
公
園

連
絡
協
議
会
」に
委
託
す
る
た
め
、

中
貝
市
長
か
ら
同
会
会
長
の
上
崎

敏
男
さ
ん
へ
園
内
の
休
憩
所
の
鍵

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
園
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
、

遊
具
広
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
子

育
て
に
優
し
い
設
備（
授
乳
室
、

キ
ッ
ズ
ト
イ
レ
、
子
ど
も
用
洗

面
台
な
ど
）も
充
実
し
て
い
ま
す
。

同
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
餅
を
配
っ

て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

〜
観
光
客
と
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
空
間
づ
く
り
〜

城
崎
駅
通
り
公
園
竣
工
式
を
開
催

〜
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
は
平
成
25
年
春
〜

豊
岡
市
新
庁
舎
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
挙
行

▲坂
さか

岡
おか

早
さ

苗
なえ

　

円
山
川
に
架
か
る
北
近
畿
タ
ン

ゴ
鉄
道
宮
津
線「
円
山
川
橋
梁
」は
、

平
成
22
年
4
月
に
架
け
替
え
ら
れ

ま
し
た
。そ
の
前
の「
旧
円
山
川
橋

梁
」は
昭
和
4
年
に
架
け
ら
れ
、80

年
間
、国
鉄
か
ら
Ｊ
Ｒ
、K
T
R
の

宮
津
線
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
、
風
雨
に
耐
え
、
親
し
ま

れ
て
き
た「
旧
円
山
川
橋
梁
」の
往

時
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
歴
史
的
偉

業
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
同
橋

梁
の
橋
脚
に
使
用
さ
れ
て
い
た
石

材
や
レ
ー
ル
を
活
用
し
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
、K
T
R
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
駅（
但
馬
三
江
駅
・
日
撫
）に

設
置
し
ま
し
た
。

〜
宮
津
線
を
支
え
た
80
年
の
歴
史
に
感
謝
〜

「
旧
円
山
川
橋
梁り

ょ
う

」記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置

▲「すき入れ」をする中貝市長

市
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命（
選
任
）さ
れ
た
委
員�

（
敬
称
略
）

▲文
ふみ

垣
がき

　基
もとい

▲重
しげ

次
つぐ

勝
かつ

介
すけ

【教育委員会委員】
（任期４年）

【固定資産評価審査委員会委員】
（任期３年）

▲深
ふか

田
だ

　勇
いさむ

▲祝城崎駅通り公園完成
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ス
ラ
ン
プ
で
す
。
徒
然
の
原
稿

を
書
く
べ
く
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座

っ
た
ま
ま
、
言
葉
が
全
く
出
て
こ

な
い
の
で
す
。

　

動
物
園
の
お
り
の
中
の
ク
マ
の

よ
う
に
、
家
の
中
を
首
を
振
り
な

が
ら
う
ろ
つ
い
て
、
帰
省
中
の
娘

に「
う
ー
、
ス
ラ
ン
プ
だ
あ
」と
う

な
り
、廊
下
で
す
れ
違
う
妻
に「
う

ー
、
一
言
も
出
て
こ
ん
」と
わ
め

き
、
机
に
座
っ
て
は
た
め
息
を
つ

く
こ
と
2
時
間
余
り
。

　

娘
か
ら
は「
い
っ
そ
の
こ
と
、

﹃
う
ー
、
ス
ラ
ン
プ
だ
あ
﹄と
い
う

タ
イ
ト
ル
に
し
た
ら
?
」と
言
わ

れ
る
始
末
で
す
。

　

書
く
材
料
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
、
普
段
で
あ
れ
ば
。「
普

段
」と
い
う
の
は
、
あ
の
震
災
・

津
波
が
起
き
て
い
な
い「
普
段
」の

こ
と
で
す
。

　

人
々
の
生
存
を
脅
か
し
、
社
会

を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
事
態
が

発
生
す
る
と
、
底
の
浅
い
言
葉
や

議
論
、
政
策
は
あ
っ
と
い
う
間
に

色
あ
せ
、
輝
き
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
平
時
で
あ
れ
ば
、
お
か
し

な
意
見
で
あ
っ
て
も「
ま
、
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
あ
り
う
る
ね
」と

言
え
な
く
も
な
い
の
で
す
が
、
大

震
災
の
よ
う
な
圧
倒
的
な
脅
威
を

前
に
す
る
と
、
何
が
大
切
な
の
か

が
、
一
瞬
に
し
て
明
ら
か
に
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
今
、
国
の

政
治
家
た
ち
に
厳
し
い
視
線
が
向

け
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
そ
れ
で

す
。

　

他
方
、
被
災
地
の
首
長
た
ち
の

言
葉
の
確
か
さ
。
彼
ら
は
豪
華
な

ホ
ー
ル
や
大
豪
邸
を
作
り
た
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
々
の
失

わ
れ
た
ご
く
普
通
の
暮
ら
し
を
一

刻
も
早
く
取
り
戻
し
た
い
だ
け
で

す
。
言
葉
は
重
い
現
実
と
強
い
責

任
感
に
根
差
し
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
、
命
。
従
っ
て
、

安
全
。
食
料
、
水
、
住
居
、
布
団
、

道
路
、
学
校
、
職
場
等
々
⋮
そ
し

て
希
望
。
首
長
た
ち
が
直
面
し
て

い
る
、
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
の
果
て
し
な
い
リ
ス
ト
。

　

筆
が
進
ま
な
い
背

景
を
説
明

し
て
い
る

う
ち
に
、

今
回
は
お

開
き
の
時

間
と
な
り

ま
し
た
。

言
葉
を
失
う

43

　

 

5
月
15
日
、
全
国
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
お
よ
び
植
村
フ
ァ
ン
が

一
堂
に
集
う「
2
0
1
1
日
本
冒

険
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
冒
険
の
伝
説
・

未
来
〜
」を
明
治
大
学
の
ア
カ
デ

ミ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

約
1
千
人
が
参
加
し
、
日
本
が
も

っ
と
冒
険
ス
ピ
リ
ッ
ト
溢
れ
る
国

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
た
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
東
日
本
大
震
災
」後
の

開
催
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

試
練
の
時
期
に
立
ち
上
が
り
つ
つ

あ
る
東
北
各
地
の
方
々
、
そ
の
復

興
を
支
え
る
日
本
の
全
て
の
方
々

へ
の
応
援
と
な
る
よ
う
、
テ
ー
マ

に「
挑
戦
」を
加
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
豊
岡
市
内
の
子
ど
も
た
ち
が

復
興
の
願
い
を
込
め
て
折
り
紙
で

折
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
ひ
ま
わ
り

の
種
を
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
渡
し
、

会
場
全
体
で
復
興
の
願
い
を
共
有

す
る
時
間
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
に
は
、植
村
直
己
さ
ん

に
あ
こ
が
れ
、
活
動
を
続
け
て
い

る
山
崎
哲
秀
さ
ん（
犬
ぞ
り
極
地

探
検
家
）か
ら
冒
険
の
思
い
が
発

表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
中
貝
市
長

か
ら
会
場
の
皆
さ
ん
へ「
4
年
後
に

も
う
一
度
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
」の

　

5
月
6
日
か
ら
9
日
ま
で
の
4

日
間
、
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
豊
岡
大
会
が
、
県
立
但
馬
ド
ー

ム
や
名
色
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
満
59
歳
以

上
の
方
で
構
成
し
た
60
チ
ー
ム
・

1
3
4
8
人
が
参
加
し
、
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
戦
と
1
試
合
目
に
敗
退
し
た

チ
ー
ム
に
よ
る
親
善
大
会
が
行
わ

れ
、
ど
の
チ
ー
ム
も
最
低
2
回
は

試
合
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
世

代
の
全
力
プ
レ
ー
は
大
き
な
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
、競
技
関
係
団
体
に
よ

る
大
会
運
営
協
力
の
ほ
か
、神
鍋
観

光
協
会
が
主
体
と
な
っ
て
、
会
場

設
営
協
力
や
餅
の
振
る
舞
い
な
ど

〜
豊
岡
の
魅
力
で
お
も
て
な
し
！
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
大
交
流
を
実
現
〜

第
29
回
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
豊
岡
大
会
開
催

〜
植
村
直
己
の
精
神
を
伝
え
る
〜「２

０
１
１
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
は
、

記
録
集
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、
植
村
直
己
冒
険
館
の
企
画
展

で
報
告
し
ま
す
。

▲熱い４日間の１場面

▲命と向き合う冒険も日常と話すパ
ネリストの皆さん

で
も
て
な
し
、
大
会
参
加
者
や
応

援
の
方
々
を
温
か
く
迎
え
ま
し
た
。

普段の生活が一番
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第
14
回「
し
ょ
う
ぶ
湯
ま
つ
り
」

季
節
の
香
り
で
無
病
息
災
を
願
う

城 崎城 崎

磯
開
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

竹
野
海
岸
で

春
の
海
と
触
れ
合
お
う
‼

竹 野竹 野

な
な
え
の
学
校「
き
ま
ぐ
れ
教
室
」

気
軽
に
参
加
し
て

癒
し
と
元
気
を
も
ら
う

豊 岡豊 岡

▲ショウブを頭に巻きはしゃぐ子どもたち

　

4
月
24
日
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
駅（
但
馬

三
江
駅
）で
、
な
な
え
の
学
校「
き
ま
ぐ
れ
教
室
」が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
月
1
回
開
催
予
定
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
元
・
現
看
護
師
と
元
保
育
士
の
4
人
。

代
表
の
森
本
七
重
さ
ん
は
、「
自
分
の
特
技
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
こ
に
来

て
、
心
の
余
裕
と
元
気
を
も
ら
っ
て
帰
っ
て
ほ
し
い

で
す
」と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
席
し
た
中
貝
市

長
は
、「
小
さ
な
小
さ
な
試
み
だ
が
、
こ
の
地
域
を
元

気
に
す
る
取
組
み
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
1
時
間
目
の
国
語
は「
紙
芝
居
」、
2
時
間

目
の
音
楽
は「
ギ
タ
ー
と
歌
」、
自
由
遊
び
や
バ
ザ
ー

も
あ
り
、
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

5
月
3
〜
5
日
、
城
崎
温
泉
街
で「
第
14
回
し
ょ

う
ぶ
湯
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、
観
光
客
ら
は
七
つ

の
外
湯
と
一
部
の
旅
館
の
内
湯
で
し
ょ
う
ぶ
湯
の
香

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ウ
ブ
は
古
く
か
ら
厄
除
け
の
飾
り
物
と
し
て

使
わ
れ
、
城
崎
温
泉
で
も
民
家
の
軒
先
に
シ
ョ
ウ
ブ

を
投
げ
上
げ
た
り
、
風
呂
に
入
れ
て
季
節
の
香
り
を

楽
し
み
な
が
ら
無
病
息
災
を
願
う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

　

5
月
2
日
に
は「
ま
ん
だ
ら
湯
」で
し
ょ
う
ぶ
湯

の
お
披
露
目
が
あ
り
、
城
崎
こ
ど
も
園
の
園
児
ら
4

人
が「
シ
ョ
ウ
ブ
の
鉢
巻
き
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

シ
ョ
ウ
ブ
の
い
い
香
り
が
す
る
」な
ど
と
話
し
、
初

湯
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

4
月
29
日
、
竹
野
町
切
浜
の
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ

ン
タ
ー
・
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で「
磯
開
き
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」が
始
ま
り
、5
月
5
日
ま
で
の
間
、大
人
も

子
ど
も
も
楽
し
め
る
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
ウ
ニ

や
ヒ
ト
デ
な
ど
磯
に
す
む
生
き
も
の
に
触
れ
る「
磯

の
生
き
も
の
観
察
教
室
」や
、
海
岸
の
漂
流
物
を
使

っ
て
置
物
や
楽
器
な
ど
を
作
る「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ

フ
ト
」、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト

を
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
眺
め
る「
ジ
オ
･
カ
ヌ
ー
教
室
」

な
ど
が
あ
り
、
参
加
者
ら
は
陽
春
の
竹
野
海
岸
を
満

喫
し
ま
し
た
。
西
宮
市
か
ら
家
族
で
訪
れ
た
今
年
第

1
号
参
加
者
の
吉
田
翔し

ょ
う

野や

く
ん（
8
歳
）は「
生
き
も

の
が
い
っ
ぱ
い
い
て
す
ご
い
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

▲箱から飛び出した牛乳パックのおもちゃにビックリ

▲海のいろいろな生きものに興味津々の参加者ら
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た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
結
婚
式

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
に
囲
ま
れ
て

但 東但 東

日 高日 高

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲見事に花開いたスイセンをめでる来場者ら

　

4
月
23
日
と
24
日
の
2
日
間
、道
の
駅「
神
鍋
高

原
」周
辺
で「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
神
鍋
高
原
水
仙
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

神
鍋
山
周
辺
で
は
、
地
域
住
民
が
神
鍋
高
原
に
春

の
風
物
詩
を
作
ろ
う
と
、
平
成
16
年
か
ら
ス
イ
セ
ン

を
植
え
始
め
ま
し
た
。
ま
つ
り
は
今
年
で
3
回
目
に

な
り
ま
す
が
、
今
回
は
、
収
益
の
一
部
を
東
日
本
大

震
災
義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

23
日
は
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
、
24
日
は
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
作
り
教
室
や
山
野
草
の
観
察
会
、
屋
台
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
少
し
開
花
が
遅
れ
て
い
ま

し
た
が
、
来
場
者
ら
は
白
や
黄
色
の
ス
イ
セ
ン
を
心

行
く
ま
で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲笑顔で結婚指輪を披露する新郎新婦

　

4
月
23
日
、
た
ん
と
う
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
の

会
場（
但
東
町
畑
山
）で
、
人
前
結
婚
式
が
行
わ
れ
、

新
郎
の
中
田
一
樹
さ
ん（
日
高
町
山
本
）と
新
婦
の
松

原
あ
ゆ
み
さ
ん（
辻
）が
永
遠
の
愛
を
誓
い
ま
し
た
。

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
始
ま
っ
て
以
来
、
初
め
て
の
結

婚
式
で
、
会
場
に
は
こ
の
日
の
た
め
に
ハ
ー
ト
の
ミ
ニ
ア

ー
ト
が
描
か
れ
、
バ
ー
ジ
ン
ロ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
立
ち
会
っ
た
来
場
者
か
ら
は
、
新
郎
新
婦
の

門
出
を
祝
う
、
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
田
さ
ん
は「
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
二
人
の

思
い
出
の
あ
る
こ
の
会
場
で
無
事
に
式
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
に
残

れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
１
０
０
年
の
キ
セ
キ
」─
伊
藤
清
永
・
淀
井
敏
夫
─

郷
土
の
誇
る
芸
術
を
融
合
！

出 石出 石
　

洋
画
家 

伊
藤
清
永（
出
石
町
出
身
）と
彫
刻
家 

淀

井
敏
夫（
朝
来
市
出
身
）の
、
同
年
同
月
に
生
ま
れ

た
そ
の
奇
跡
4

4

と
日
本
美
術
界
に
残
し
た
偉
大
な
軌
跡
4

4

を
振
り
返
る
2
人
展
を
伊
藤
清
永
美
術
館
で
5
月
31

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
4
月
24
日
と
30
日
に
は
、

館
内
の
Bビ

ー

Gジ
ー

Mエ
ム

に
、
但
馬
地
域
在
住
の
音
楽
家
が
、

ピ
ア
ノ
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
生
演
奏
す
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
通
常
は
静
寂
な
館
内
に
、

高
ら
か
な
音
色
が
響
く
と
、
来
場
者
は
、
絵
画
や
彫

刻
と
と
も
に
音
楽
を
も
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
赤
と
ん
ぼ
」な
ど
の
童
謡
や
シ
ョ
パ
ン
作
曲
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
絵
画
・
彫
刻
と
が
融
合
し
、
素
晴

ら
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▲美術館内での生演奏（左）に聞き入る来場者

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
神
鍋
高
原
水
仙
ま
つ
り

約
7
万
本
の
ス
イ
セ
ン
が

皆
さ
ん
を
お
出
迎
え
！
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そ
の
昔「
三
丹
一
の
商
店
街
」

と
言
わ
れ
た
宵
田
商
店
街
。
今
や
、

日
本
中
の
商
店
街
が
苦
境
に
あ
え

ぎ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
が
進
む

中
、
以
前
の
活
気
を
取
り
戻
す
べ

く
商
店
街
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

商
店
街
に
活
気
と
に
ぎ
わ
い
を

　

豊
岡
駅
通
商
店
街
の
東
端（
元

町
交
差
点
）か
ら
、
戸
牧
川
に

架
か
る
宵
田
橋
に
至
る
全
長
約

2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
商
店
街「
宵

田
商
店
街
」。
こ
の
商
店
街
振
興

組
合
の
理
事
長
を
7
年
務
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
試
み
る
の
は

兼
先
正
雄
さ
ん
で
す
。「
宵
田
商
店

街
と
と
も
に
豊
岡
の
ま
ち
全
体
が

元
気
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
」と

兼
先
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

宵
田
商
店
街
で
は
、
豊
岡
の
特

産
品
で
あ
る「
か
ば
ん
」に
着
目
し

ま
し
た
。
日
本
有
数
の「
か
ば
ん

産
地
豊
岡
」の
知
名
度
を
活
用
し
、

こ
れ
を
P
R
す
る
こ
と
で
、
城
崎

や
出
石
を
訪
れ
る
観
光
客
を
商
店

街
に
誘
導
し
、
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
誕
生

　

平
成
17
年
に
か
ば
ん
産
業
と
協

力
し
、商
店
街
を「
カ
バ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
」と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

同
年
、商
店
街
の
若
手
で
検
討
し

た
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
カ
バ
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」を
オ
ー
プ
ン
。こ
こ
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
バ
ン
や
誕
生
日
別

の
3
6
5
日
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
の
販

売
、
か
ば
ん
の
展
覧
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
お
客
様

か
ら『
か
ば
ん
屋
が
た
く
さ
ん
並
ん

で
る
の
か
と
思
っ
た
』と
い
う
声

も
い
た
だ
き
ま
す
が
、こ
の
商
店
街

で
は
か
ば
ん
を
切
り
口
に
、
か
ば

ん
以
外
の
業
種
も
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
せ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」と
兼
先
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
に
は
カ
バ
ン
の
自
動

販
売
機
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の

取
組
み
が
メ
デ
ィ
ア
に
た
び
た
び

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

近
隣
の
観
光
地
に
訪
れ
た
お
客
さ

ん
も
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
足
を

運
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

新
・
が
ん
ば
る
商
店
街
77
選

　

そ
う
し
た
中
、
平
成
21
年
に

宵
田
商
店
街
が
、
経
済
産
業
省
・

中
小
企
業
庁
の「
新
･
が
ん
ば
る

商
店
街
77
選
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
商
店
街
を「
カ
バ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
」と
し
て
位
置
付
け
、

「
カ
バ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
核
に

し
た〝
か
ば
ん
産
地
豊
岡
〟の
情
報

発
信
の
取
組
み
が
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
担
い
手
や
ア
イ
デ
ア

と
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
る
商
店
街
の
取
組
み
と
し
て
、

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
に
ぎ
や
か
に

　
「
外
に
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
豊
岡

の
良
さ
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

へ
出
て
行
っ
て
豊
岡
の
長
所
･
短

所
を
見
極
め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
」と
話
す
兼
先
さ
ん
。

　

昨
年
か
ら
は
、
宵
田
商
店
街
に

軽
ト
ラ
ッ
ク
を
並
べ
、
特
産
品
販

売
な
ど
を
行
う「
軽か

ろ

よ
ん
市
」を

毎
月
第
4
日
曜
日
に
開
催
。
ま
た
、

3
月
に
は
、
軽
よ
ん
市
に
併
せ
て

「
1
0
0
円
商
店
街
」を
但
馬
で
初

開
催
し
、
多
く
の
来
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
4
月
16
日

に
は
実
行
委
員
会
で「
菓
子
祭
前

日
祭
」を
開
催
。
約
1
万
5
千
人

の
来
客
が
カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を

埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。「
空
き
店
舗

も
埋
ま
り
、
よ
う
や
く
名
と
実
が

合
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
れ

ば
何
か
や
っ
て
る
。
そ
ん
な
期
待

さ
れ
る
商
店
街
で
あ
り
た
い
」と

兼
先
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

経
済
産
業
省
の「
新
･
が
ん
ば
る
商
店
街
77
選
」に
選
ば

れ
た
宵
田
商
店
街
。こ
の
商
店
街
を
さ
ら
に
輝
か
せ
る
た
め

に
日
々
奔
走
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

兼か
ね

先さ
き

正
雄
さ
ん（
46
歳
）中
央
町

商
店
街
活
性
化
の
た
め
に

走
り
続
け
る
元
気
人

▲｢これからもいろいろ仕
掛けます｣

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

多くの来客でにぎわった軽よん市＆ 100 円
商店街

被災地へランドセルを届ける取組み「カバン
ストリートwith 但馬ランドセル 2011｣

かばんの自動販売機に設置した東日本大震災
義援金コーナー「100円募金｣
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八
条
幼
稚
園
は
、
近
く
に
新
し

い
道
路
が
で
き
、
周
り
の
風
景
が

少
し
変
わ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
変

わ
ら
ず
園
児
た
ち
が
園
外
保
育
で

訪
れ
て
い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

妙み
ょ
う

経き
ょ
う

寺じ

の「
花
祭
り
」で
す
。

　

5
月
6
日
、
園
児
た
ち
が「
花

祭
り
」に
参
加
し
ま
し
た
の
で
そ

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。

初
め
て
園
の
外
に

　
　
　
　
　

出
掛
け
ま
す

　

園
児
た
ち
に
と
っ
て
、
初
め
て

の
園
外
保
育
で
、
園
の
外
に
出
る

の
も
今
日
が

初
め
て
で
す
。

先
生
か
ら
注

意
事
項
を
聞

き
、
2
列
に

整
列
し
、
隣

の
園
児
と
手

を
つ
な
い
で

出
発
で
す
。

　

こ
の
日
は
青
空
が
広
が
る
良
い

天
気
で
、
お
寺
ま
で

の
道
の
り
は
、
わ
い

わ
い
が
や
が
や
と
と

て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

途
中
、
こ
い
の
ぼ

り
を
見
つ
け
る
と

「
屋
根
よ
り
高
い

こ
い
の
ぼ
り
♪
」

と
み
ん
な
で
合
唱
が

始
ま
り
ま
す
。

　

横
断
歩
道
も
先
生

の
合
図
で
、
ち
ゃ
ん

と
手
を
挙
げ
て
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

毎
年
の
恒
例
行
事

　

幼
稚
園
で
は
、

毎
年
こ
の
時
期
に

妙
経
寺
の「
花

祭
り
」に
参
加

し
、
お
釈
迦

様
の
誕
生
を

祝
っ
て
い
ま

す
。

　

お
寺
で
は
、「
お
釈
迦
様
は
良
い

行
い
、
悪
い
行
い
を
す
べ
て
見
て

い
る
」な
ど
の
大
切
な
お
話
を
聞

き
、
園
児
が
順
番
で
仏
像
に
甘
茶

を
か
け
、
お
釈
迦
様
の
誕
生
を
祝

い
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
突
け
た
か
な
?

　

園
に
帰
る
前
に
園
児
た
ち
は
、

お
寺
の
鐘

を
突
か
せ

て
も
ら
う

こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

先
生
か

ら「
園
ま

で
聞
こ
え

る
ぐ
ら
い
し
っ
か
り
突
こ
う
ね
」

と
言
わ
れ
、
園
児
た
ち
は
、
一

生
懸
命
に
鐘
を
突
い
て
い
ま
し

た
。
鐘
の

音
は
、
園

ま
で
届
い

た
か
な
？

　

最
後
に
、

お
世
話
に
な

っ
た
妙
経
寺

の
方
に
元
気
良

く「
あ
り
が
と

う
」の
あ
い
さ

つ
を
し
て
、
園

に
帰
り
ま
し
た
。

習
い
や
す
い
楽
器　

大
正
琴
で
交
流

や
ま
び
こ（
竹
野
）

　

竹
野
南
地
区
公
民
館
の
2
階
か

ら
大
正
琴
の
心
地
よ
い
音
色
が
響

い
て
き
ま
す
。

　

や
ま
び
こ
は
、
平
成
元
年
に
設

立
さ
れ
た
大
正
琴
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。
会
員
は
6
人
で
、
月
2
回
、

竹
野
南
地
区
公
民
館
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

大
正
琴
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

を
ヒ
ン
ト
に
作
ら
れ
た
楽
器
で
、

右
手
で
弦
を
引
き
、
左
手
で
ボ
タ

ン
を
押
し
、
音
を
奏
で
ま
す
。

　

会
員
の
中
に
は
、
母
親
と
2
代

に
わ
た
り
大
切
に
大
正
琴
を
使
い

続
け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。指
導
講

師
の
清
水
り
か
い
さ
ん
は「
大
正

琴
は
、
使
え
ば
使
う
ほ
ど
音
が
琴

に
な
じ
ん
で
く
る
」と
話
し
ま
す
。

　

発
表
の
場
と
し
て
、毎
年「
大
正

琴
清せ

い

恵け
い

会か
い

の
集
い
」に
出
場
し
て

い
ま
す〔
今
年
は
、6
月
5
日（
日
）

に
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
で
開
催
〕。

　

毎
回
、
大
正
琴
清せ

い

恵け
い

会か
い

の
集
い

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
曲
を
課
題
曲

に
選
び
、
本
番
に
向
け
て
練
習
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
は

い
つ
も
以
上
に
練
習
に
も
気
持
ち

が
入
り
ま
す
。

　

休
憩
時
間
に
は
、
集
い
の
た
め

に
自
分
た
ち
の
大
正
琴
に
リ
ボ
ン

を
飾
り
付
け
た
り
と
、
本
番
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
年
長（
85
歳
）の
門
田
み
さ
枝

さ
ん
は「
琴
を
演
奏
す
る
こ
と
で
、

認
知
症
防
止
に
な
る
し
、
こ
う
し

て
み
ん
な
と
交
流
す
る
こ
と
が
楽

し
い
」、
杉
本
一か

ず

子こ

さ
ん
は「
み
ん

な
で
合
わ
せ
て
練
習
す
る
と
緊
張

感
が
あ
っ
て
、
毎
回
楽
し
み
に
参

加
し
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
ま
び
こ
は
、
秋
に
竹

野
地
域
の
福
祉
施
設
で
慰
問
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
希
望
・
問
合
せ
は
、
代
表

の
岩
崎
満ま

寿す

子こ

さ
ん
ま
で
。

☎
48
－
0
0
0
6

八
条
幼
稚
園
（
豊
岡
）

〈
園
児
53
人
〉

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

⑰

▲集いに向けて課題曲の練習に取り組
む皆さん
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
26

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
の
ト
ラ
ブ
ル
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昭
和

年
の
会
社
創
設
以
来
、

一
貫
し
て
自
動
車
や
船
舶
な
ど
に

使
わ
れ
る
リ
モ
ー
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ケ
ー
ブ
ル
の
部
品
製
造
を
行
っ

て
い
る
の
が
但
馬
テ
ィ
エ
ス
ケ
イ

株
式
会
社
で
す
。

　

製
造
す
る
部
品
は
、
金
属
部
品
、

樹
脂
・
ゴ
ム
・
ワ
イ
ヤ
ー
類
な
ど

多
種
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、
独
自

の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
高
品
質
な
部

品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
冷れ

い

間か
ん

鍛た
ん

造ぞ
う（

金
属
材
料
を

常
温
で
金
型
を
用
い
て
圧
縮
成
型

す
る
こ
と
）に
よ
る
金
属
部
品
製

造
で
は
、
日
本
有
数
の
技
術
を
有

し
て
い
ま
す
。
穴
径
の

倍
程
度

の
深
さ
の
加
工
が
限
界
と
い
わ
れ

て
い
た
長
穴
加
工
に
お
い
て
、
約

倍
の

深
さ
の

加
工
が

可
能
と

な
る
技

術
を
開

発
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
技
術
は
、﹁
但
馬
産
業
大

賞
﹂（
キ
ラ
リ
と
世
界
へ
輝
く
技
術

部
門
）に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、

秒
間
に

個
と
い
う

高
い
生
産
能
率
を
実
現
し
、
量
産

化
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
独
自
技
術
に
よ
り
、

多
様
な
製
品
要
求
に
応
え
、
さ
ら

に
製
造
コ
ス
ト
も
低
減
す
る
こ
と

で
、
海
外
と
の
価
格
競
争
に
も
負

け
な
い
安
価
で
高
品
質
な
部
品
を

供
給
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
社
の
製
品
は
、
自
動
車

や
船
舶
、
そ
し
て
住
ま
い
や
医
療

な
ど
の

多
様
な

分
野
で

活
躍
し
、

陰
の
力

と
な
っ

て
私
た

ち
の
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲多様なケーブル部品

こ
の
よ
う
な
現
金
化
を
す
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
も
し

現
金
化
が
発
覚
し
た
場
合
、
カ

ー
ド
が
使
え
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

②
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
退
会
処

分
と
な
り
、
利
用
金
額
を
一
度

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
す
。

③
業
者
は﹁
合
法
﹂﹁
安
心
・
安
全
﹂

を
強
調
し
て
い
ま
す
が
、
現
金

化
の
方
法
自
体
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
契
約
違
反
の
大
変
危
険

な
取
引
で
す
。
決
し
て
信
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
﹁
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現
金
化
﹂

を
利
用
す
る
と
、
一
時
的
に
現
金

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

そ
れ
以
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

の
支
払
い
に
追
わ
れ
る
な
ど
、
大

き
な
リ
ス
ク
を
伴
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

困
っ
た
時
に
は
、
く
ら
し
の
相

談
室
ま
た
は
弁
護
士
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、﹁
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
現

金
化
﹂に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
現
金
化

す
る
と
う
た
っ
て
、
カ
ー
ド
の
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠
で
カ
ー
ド
決
済
を

さ
せ
、
消
費
者
に
購
入
し
た
商
品

と
と
も
に
現
金
が
渡
る
と
い
う
手

法
で
す
。
代
表
的
な
例
を
紹
介
し

ま
す
。

【
事
例
】

　

A
さ
ん
は﹁
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
枠

で
現
金
化
﹂と
看
板
の
あ
る
宝
石

店
に
行
っ
た
。
店
員
に﹁
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
で

万
円
の
指
輪
を

購
入
す
れ
ば
、

万
円
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
す
る
﹂と
い
う
説

明
を
受
け
た
。
指
輪
を
手
に
入

れ
、
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク

も
受
け
ら
れ
る
の
で
お
得
だ
と
思

い
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ

て

万
円
の
決
済
を
し
た
。
店
か

ら
は
、
カ
ー
ド
利
用
控
え
と

万

円
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

安
価
と
思
わ
れ
る
指
輪
を
出
さ
れ

た
。

　

後
日
、
A
さ
ん
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

会
社
か
ら

万
円
の
購
入
代
金
を

請
求
さ
れ
た
。
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ほ
か
に
も
借
金
が

あ
り
、
購
入
し
た
指
輪
も
価
値
が

な
か
っ
た
。

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
は
、

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前

時
～
午
後

時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎

－
9
0
0
1

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、本
市
に
拠
点
を
置
き
、技
術
的
な
面
で
先
駆
け
的
な
事
業
開
発
、事

業
展
開
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
会
社
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》企
業
誘
致
課
☎
21

－

9
0
0
2

　

市
内
に
は
、魅
力
的
な
企
業
や
会
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
の
中

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
！
⑦

但
馬
テ
ィ
エ
ス
ケ
イ
株
式
会
社

企業紹介

現
金
化
の
危
険
性
と
問
題
点

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▲長孔加工イメージイラスト

ホーマー長孔加工技術により
省エネで高品質な商品に

現金化の手段

10万円の
クレジット請求

現金7万円キャッシュバック

10万円のクレジット契約（商品購入）

商品受取＜価値不明＞
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■
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰

▽
垣か

き

谷や

正ま
さ

詔の
り（

京
町
）

■
体
育
功
労
賞

▽
杖邁
谷

と
ち

昌
た
に

司（
下
鶴
井
）

　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
、
消
費

者
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
す
。

　

生
活
関
連
商
品
の
販
売
価
格
を

調
査
し
、
消
費
者
の
意
見
を
行
政

に
生
か
す
と
と
も
に
、
研
修
会
で

学
ん
だ
こ
と
を
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
大
植
洋ひ
ろ

代よ（
豊
岡
）▽
岡
田
啓け

い

子こ

（
豊
岡
）▽
小
川
多た

津づ

枝え（
豊
岡
）▽

小
寺
京
子（
豊
岡
）▽
常
田
由
美
子

（
豊
岡
）▽
南
條
靜
江（
豊
岡
）▽
南

條
春
美（
豊
岡
）▽
眞ま

住ず
み

泉い
ず

子こ
（
豊

岡
）▽
細
川
多た

壽ず

子こ
（
竹
野
）▽
内

海
卓た

く

三ぞ
う（

日
高
）▽
小
林
律
子（
日

高
）▽
中
村
照
子（
日
高
）▽
玉
島

陸
子（
出
石
）▽
水
嶋
明
美（
出
石
）

▽
牧
井
清
子（
但
東
）

■
県
政
功
労

▽
小
林
喜
文（
泉
町
）

■
自
治
功
労

▽
髙
田
勝
美（
庄
境
）

▽
村
岡
峰
男（
八
社
宮
）

■
地
域
活
動
功
労

▽
松
田
洋
子（
正
法
寺
）

▽
三
木
武
行（
日
高
町
夏
栗
）

■
消
防
功
労

▽
藤
井
正
昭（
出
石
町
八
木
）

■
福
祉
功
労

▽
林　

鉄
二（
栄
町
）

■
産
業
振
興
功
労

▽
足
立
武
行（
若
松
町
）

▽
長お

さ

田だ

祐
一（
城
南
町
）

▽
宮
垣
和か

ず

生お（
京
町
）

■
労
働
・
技
能
功
労

▽
田
中　

定さ
だ
む（

出
石
町
弘
原
）

■
農
林
水
産
功
労

▽
石
田
孝
一（
竹
野
町
竹
野
）

▽
大
字
健
一（
清
冷
寺
）

▽
菅
村
治じ

津つ

夫お（
日
高
町
堀
）

■
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
感
謝
状

▽
岸
本
太た

い

準じ
ゅ
ん（

元
町
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
度
兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。凜
の
笑

顔
が
一
番
好
き
♡
こ
れ
か
ら
も
ニ
コ

ニ
コ
元
気
に
育
っ
て
ね
。

（
父 

多
加
成
・
母 

知
佳
、木
内
）

宮垣　凜
りん

ちゃん
（平成21年5月19日生）

　

音
楽
が
な
る
と
♪
お
尻
を
振
っ
て

踊
っ
て
く
れ
る
と
み
ん
な
の
癒
し
で

す
。（父 

孝
充
・
母 

順
子
、出
石
町
森
井
）

坪井　蓮
れん

ちゃん
（平成21年8月11日生）

　

い
つ
も
か
わ
い
い
笑
顔
に
癒
さ
れ

て
い
る
よ
♡
こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ

ぱ
い
す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ
!!

（
父 

優
也
・
母 

聖
子
、弥
栄
町
）

竹野杏
あん

那
な

ちゃん
（平成22年2月24日生）

平
成
22
年
度
財
団
法
人

兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰

平
成
23
年
度
豊
岡
市
消
費
生
活

モ
ニ
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す

　

飛
行
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
大
好

き
な
レ
オ
君
。大
き
く
な
っ
た
ら
何

に
な
る
の
か
な
？

（
父 

卓
志
・
母 

裕
子
、京
町
）

一幡玲
れ

生
お

ちゃん
（平成21年3月19日生）

　

笑
顔
を
い
っ
ぱ
い
届
け
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡
裕
也
兄
ち
ゃ
ん
と

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
♡

（
父 

章
夫
・
母 

美
奈
子
、江
本
）

黒田瑛
えい

斗
と

ちゃん
（平成21年4月11日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

英
斗
が
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
だ
け

で
幸
せ
だ
よ
！
パ
パ
・
マ
マ
よ
り  

（
父 

哲
治
・
母 

愛
香
、出
石
町
宮
内
）

藤田英
えい

斗
と

ちゃん
（平成22年4月29日生）

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
碧
ち
ゃ
ん
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
、す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

（
父 

政
士
・
母 

優
子
、但
東
町
畑
山
）

酒井　碧
あおい

ちゃん
（平成22年5月11日生）

　

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
!!!
わ
が
家

の
ア
イ
ド
ル
!!!
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ

ん
笑
っ
て
す
く
す
く
育
っ
て
ね
。 

（
父 

辰
幸
・
母 

香
織
、庄
境
）

城田凱
かい

晴
せい

ちゃん
（平成22年5月27日生）

人
権
擁
護
委
員
表
彰
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月　

間

「
気
に
な
っ
た
ら
、受
け
て
み
ん
せ
ぇ
」

〜
6
月
は

エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す
！
〜

　

エ
イ
ズ
は
、感
染
後
10
年
ぐ
ら
い

は
症
状
が
出
な

い
た
め
、検
査

を
し
て
、早
く

気
付
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、

Hエ
イ
チ

Iア
イ

Vブ
イ（

エ
イ
ズ
）検
査
や
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
通
常
の
検
査

▽
日
時　

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

午
前
9
時
15
分
〜
11
時
15
分

◆
夜
間
の
検
査

▽
日
時　

6
月
30
日（
木
）午
後
5

時
〜
7
時共

通
事
項

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

1
階　

健
康
診
断
室（
幸
町
）

▽
検
査
料　

無
料

▽
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

検
査
は
匿
名
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
健
康

福
祉
事
務
所
健
康
管
理
課

　

☎
26
－
3
6
6
0

催　

し

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

☎
42ｰ

6
1
1
1

■
企
画
展「
但
馬
の
弥
生
土
器
」

　

但
馬
各
地
で
出
土
し
た
弥
生
土

器
か
ら
、
弥
生
時
代
の
社
会
や
文

化
を
考
え
ま
す
。

▽
会
期　

8
月
30
日（
火
）ま
で　

※
水
曜
日
は
休
館

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

企
画
展
示
室（
日
高
町
祢に

ょ
う布

）

▽
入
場
料　

大
人
5
0
0
円（
65

歳
以
上
2
5
0
円
）、
高
校
生

2
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1
5 

0
円（
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
提
示

者
は
無
料
）

■
企
画
展
関
連
講
座「
但
馬
の

弥
生
土
器
に
み
る
地
域
性
」

▽
日
時　

7
月
2
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時

▽
場
所　

但
馬
国
府
・
国
分
寺
館

映
像
ホ
ー
ル

▽
講
師　

文
化
振
興

課　

松
井
敬た

か

代よ

▽
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
込
み
は
不
要

■
公
開
講
座「
万
葉
集
の
恋
の
う
た
」

▽
日
時　

6
月
4
日（
土
）・
11
日

（
土
）・
18
日（
土
）午
後
1
時
30

分
〜
3
時（
計
3
回
）

▽
場
所　

日
高
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
日
高
町
国
分
寺
）

▽
内
容　

・
第
1
回
…
万
葉
集
巻か

ん

二に

相そ
う

聞も
ん

の

世
界

・
第
2
回
…
贈
答
歌
の
魅
力

・
第
3
回
…
作
者
不
明
の
恋
の
う

た
▽
講
師　

園
田
学
園
女
子
大
学
教

授　

影
山
尚
之
さ
ん

▽
受
講
料　

1
5
0
0
円（
3
回

分
の
資
料
代
な
ど
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

6
月
2
日（
木
）

ば
ん
た
ん
フ
ェ
ス
タ

▽
日
時　

6
月
4
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

播
但
連
絡
道
路
市
川
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
北
行
き
）・
朝

来
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア（
南
行
き
）

▽
内
容

○
市
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

・
中
播
磨
地
域
の
観
光
P
R
、
地

場
産
品
の
販
売
な
ど

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
来
場
者
サ
ー
ビ

ス（
記
念
撮
影
会
な
ど
の
実
施
）

○
朝
来
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

・
但
馬
地
域
の
観
光
P
R
、
地
場

産
品
の
販
売
な
ど

・
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
来
場
者
サ
ー
ビ

ス（
記
念
撮
影
会
な
ど
の
実
施
）

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
道
路
公
社
技

術
部
経
営
企
画
課

　

☎
0
7
8
－
2
3
2
－
9
6
3
5
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第
34
回
親
善
少
年
武
道
大
会

　

少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、
空
手
道
、

剣
道
、
な
ぎ
な
た
の
5
競
技
が
一

堂
に
会
す
る
伝
統
あ
る
大
会
で
す
。

▽
日
時　

6
月
19
日（
日
）午
前
9

▽
日
時　

6
月
4
日（
土
）午
後
4

時
〜
9
時

▽
場
所　

城
崎
温
泉
街
北
柳
通
り

（
城
崎
町
湯
島
）

▽
内
容　

ゆ
か
た
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
ミ
ス
ゆ
か
た
グ
ラ

ン
プ
リ
な
ど

▽
問
合
せ　

城
崎
温
泉
観
光
協
会

☎
32
－
3
6
6
3

城
崎
ゆ
か
た
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び
、
固
定
遊
具

で
の
遊
び
、
子
育
て
相
談
・
子

育
て
情
報
交
換
な
ど

▽
問
合
せ　

子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

○
と
よ
お
か
・
こ
ど
も
ま
つ
り

▽
日
時　

6
月
11
日（
土
）午
前
10

時
30
分
〜
午
後
2
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手
町
）

▽
対
象　

子
育
て
中
の
親
子
、家
族

▽
内
容　

コ
ー
ナ
ー
遊
び（
お
弁
当

ご
っ
こ
、
お
話
の
部
屋
な
ど
）、

バ
ザ
ー
、
食
育
コ
ー
ナ
ー
な
ど

▽
参
加
費　

無
料（
一
部
の
コ
ー

ナ
ー
は
有
料
）

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

　

☎
24
－
4
6
0
4

◆
城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
「
公
園
で
遊
ぼ
う
」

▽
日
時　

6
月
2
日（
木
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

城
崎
駅
通
り
公
園（
城

崎
町
湯
島
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

戸
外
遊
び

※
雨
天
時
は
、
城
崎
子
育
て
セ
ン

タ
ー
で
自
由
遊
び

▽
問
合
せ　

城
崎
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
32
－
4
6
6
6　

◆
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

○
砂
あ
そ
び

▽
日
時　

6
月
21
日（
火
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
45
分

▽
場
所　

竹
野
浜（
竹
野
町
竹
野
）

▽
内
容　

砂
浜
で
の
遊
び

▽
持
ち
物　

お
茶
、帽
子
、着
替
え
、

タ
オ
ル
、
砂
遊
び
の
お
も
ち
ゃ

○
そ
と
あ
そ
び
広
場

▽
日
時　

6
月
8
日（
水
）・
22
日

（
水
）午
前
9
時
45
分
〜

▽
場
所　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

園
庭（
竹
野
町
和
田
）

▽
内
容　

戸
外
遊
び

共
通
事
項

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

※
雨
天
時
は
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ

ー
内
で
遊
び
ま
す
。

▽
問
合
せ　

竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
47
－
2
0
3
0

◆
日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
そ
と
あ
そ
び
広
場
」

▽
日
時　

6
月
14
日（
火
）・
28
日

（
火
）午
前
10
時
15
分
〜
11
時
30
分

※
雨
天
時
は
中
止

▽
場
所　

日
高
町
民
公
園（
日
高

町
祢
布
・
日
高
総
合
支
所
横
）

▽
対
象　

乳
幼
児
と
保
護
者

▽
内
容　

固
定
遊
具
や
芝
生
広
場

で
の
遊
び

▽
問
合
せ　

日
高
子
育
て
セ
ン
タ
ー

☎
42
－
4
6
1
0

日時 場所
６月３日（金）10：15〜 中央（であい）公園

６月16日（木）10：15〜 総合体育館芝生
広場

６月17日（金）10：15〜 但馬空港芝生広
場

６月22日（水）13：30〜 戸牧第１号公園

６月23日（木）10：15〜 玄武洞公園

※雨天時は中止

東
日
本
大
震
災
救
援
コ
ン
サ
ー
ト

「
蛍
の
国
」こ
う
の
と
り
演
奏
会

▽
日
時 

6
月
4
日（
土
）午
後
7

時
〜

▽
場
所　

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

（
立
野
町
）

▽
出
演　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

木
野

雅
之
さ
ん
、
水
口
真
緒
さ
ん
、

横
山
智と

も

音ね

さ
ん
、
フ
ル
ー
ト　

上
田
賢
一
さ
ん
、
チ
ェ
ン
バ
ロ

平
沢
匡ま

さ

朗あ
き

さ
ん
、
ピ
ア
ノ　

森 

垣
香き

ょ
う

子こ

さ
ん
、依よ

田だ

由
紀
さ
ん
、

ヴ
ィ
オ
ラ　

曽
田
義よ

し

嗣つ
ぐ

さ
ん
、

チ
ェ
ロ　

若
松
さ
よ
り
さ
ん
、

大
西
恵
子
但
東
バ
レ
エ
教
室
、

豊
岡
市
少
年
少
女
合
唱
隊

▽
入
場
料　

2
5
0
0
円

※
小
・
中
学
生
を
先
着
5
0
0
人

無
料
招
待（
事
前
申
込
み
必
要
）

▽
そ
の
他　

収
益
金
は
、
全
て
復

興
支
援
・
義
援
金
と
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

東
日
本
大

震
災
救
援
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局

米
本
敬け

い

雲う
ん

さ
ん
☎
27
－
0
3
1
8

時
〜

▽
場
所　

総
合
体
育
館（
大
磯
町
）・

市
民
体
育
館（
立
野
町
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
21
－
9
0
2
3
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第
19
回
Oワ

ン
N
E
ら
い
ふ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
1
土
曜
記
録
会

　

障
害
者
が
地
域
の
方
と
共
に
生

き
て
い
く
た
め
の
交
流
の
場
と
し
て
、

フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

6
月
5
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

2
階

多
目
的
ホ
ー
ル（
大
磯
町
）

▽
内
容　

各
障
害
者
作
業
所
、
特

募　

集

「
植
村
直
己
に
学
ぶ
」サ
バ
イ
バ
ル

体
験
教
室
参
加
者
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

▽
日
時　

6
月
4
日（
土
）・
11
日（
土
）、

7
月
16
日（
土
）、平
成
24
年
3

月
17
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

※
当
日
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
受

付
を
行
い
ま
す
。

※
雨
天
ま
た
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
い
場
合
は
中

止（
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
）

▽
場
所　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
陸
上
競
技
場（
戸
牧
）

▽
対
象　

小
・
中
学
生
、
高
校
・

大
学
生
、
一
般

▽
実
施
種
目　

走
高
跳
、
走
幅

跳
、
三
段
跳
、
砲
丸
投
、
円

盤
投
、
や
り
投
、
ハ
ン
マ
ー
投
、

8
0
0
・
1
5
0
0
・
3
0
0
0 

・
5
0
0
0
メ
ー
ト
ル
走

※
右
記
以
外
の
種
目
も
参
加
希
望

や
人
数
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

1
種
目
2
0
0
円
、

2
種
目
目
か
ら
1
0
0
円

▽
そ
の
他　

走
高
跳
、
走
幅
跳
、

三
段
跳
、
や
り
投
は
、
全
天
候

型
走
路
用
の
ス
パ
イ
ク
ピ
ン
が

伊
藤
清
永
生
誕
1
0
0
年
記
念

代
表
作「
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

伝で
ん

四よ
ん

部ぶ

作さ
く

」

（
愛
知
学
院
大
学
の
壁
画
）

見
学
ツ
ア
ー
募
集

◆
サ
バ
イ
バ
ル
体
験
教
室

▽
対
象 

市
内
在
住
の

小
学
4
〜
6
年
生

▽
日
時

・
練
習
キ
ャ
ン
プ（
1
泊
2
日
）

　

7
月
9
日（
土
）〜
10
日（
日
）

・
但
馬
1
周
走
破
キ
ャ
ン
プ　

　

7
月
23
日（
土
）〜
30
日（
土
）

▽
参
加
費　

1
万
5
千
円

▽
定
員　

25
人

▽
申
込
期
限　

6
月
7
日（
火
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

▽
対
象　

大
学
生
以
上
で
体
力

に
自
信
が
あ
り
、
期
間
中
1
日

以
上
従
事
可
能
な
方

▽
内
容　

但
馬
1
周
走
破
キ
ャ
ン

プ
補
助

▽
日
時　

6
月
21
日（
火
）〜
22
日

（
水
）〔
集
合
は
、
伊
藤
清
永
美

術
館
に
午
前
7
時
20
分
〕

○
行
程

・
6
月
21
日（
火
）…
午
前
7
時
30

分
：
伊
藤
清
永
美
術
館
出
発
→

関
ヶ
原（
昼
食
）→
名
古
屋
ボ
ス

ト
ン
美
術
館（
ジ
ム
・
ダ
イ
ン

展
見
学
）→
愛
知
学
院
大
学（
壁

画「
釈
尊
伝
四
部
作
」の
鑑
賞
）

→
西
浦
温
泉（
宿
泊
・
天
空
海

遊
の
宿「
末
広
」）

・
6
月
22
日（
水
）…
西
浦
温
泉
出

発
→
ガ
ン
封
じ
寺・無
量
寺（
参
拝
）

→
形
原
温
泉
あ
じ
さ
い
の
里（
見
学
）

→
八
丁
味
噌
の
郷（
見
学
）→
名
古

屋
料
理「
魚
鉄
」（
昼
食
）→
名
古

屋
城（
見
学
）→
午
後
7
時
30
分

ご
ろ
：
伊
藤
清
永
美
術
館
到
着

▽
参
加
費　

2
万
5
1
0
0
円

㈳
豊
岡
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年

特
別
事
業　

豊
岡
サ
ミ
ッ
ト

「
お
も
て
な
Cシ

テ

ィ

i
t
y
豊
岡
」構
想

〜
一
人
ひ
と
り
の
コ
コ
ロ
が
み
ん
な

の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
〜

　

市
民
が
日
頃
感
じ
る
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
の
提
言
を
し
、

共
に
考
え
ま
す
。

▽
日
時　

6
月
19
日（
日
）午
後
1

時
〜
5
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

文
化
ホ
ー

ル（
立
野
町
）

▽
内
容　

第
1
部
…
基
調
講
演
、

第
2
部
…
豊
岡
サ
ミ
ッ
ト〔
パ
ネ
リ

ス
ト
：
ワ
タ
ミ
㈱
取
締
役
最
高
顧

問　

わ
た
な
べ
美
樹
さ
ん
な
ど
〕

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
合
せ　

（社）
豊
岡
青
年
会
議
所

☎
22
－
4
0
4
1

▽
申
込
期
限　

6
月
21
日（
火
）

共
通
事
項

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
「
植
村
直

己
に
学
ぶ
」野
外
活
動
実
行
委

員
会
事
務
局（
植
村
直
己
冒
険

館
内
）☎
44
－
1
5
1
5

必
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
市
陸
上
競
技
協

会　

岡
田
厚
志
さ
ん

　

☎
0
9
0
－
8
7
9
4
－
8
5
2
6

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.haaa.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　

  ~toyooka/

別
支
援
学
校
、
有
志
団
体
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表

▽
問
合
せ　

愛
工
房
援
護
会

　

☎
24
－
6
3
6
5
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但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

助
成
金
交
付
事
業
利
用
者
募
集

　

地
域
活
動
団
体
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

◆
美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
事
業

▽
対
象　

但
馬
地
域
内
で
5
人
以

上
の
事
業
従
事
者
ま
た
は
会
員

が
い
る
団
体
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
団
体

①
河
川
・
海
岸
・
道
路
な
ど
の
清

掃
活
動
を
行
う
団
体

②
緑
化
、景
観
形
成
、地
球
温
暖
化

防
止
、
環
境
学
習
な
ど
の
環
境

保
全
・
創
造
活
動
を
行
う
団
体

▽
助
成
内
容　

①
指
定
ゴ
ミ
袋
購
入
に
か
か
る
経
費

②
1
団
体
3
万
円（
限
度
額
）

◆
但
馬
人
材（
講
師
）派
遣
支
援
事
業

▽
対
象　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
会
の
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し

て
い
る
講
師
を
活
用
し
、
お
お

む
ね
10
人
以
上
の
受
講
者
を
対

象
に
研
修
会
な
ど（
国
、
県
、
市

　

聴
覚
障
害
者
の
方
に
話
の
内
容

を
文
字
に
し
て
伝
え
る
要
約
筆
記

奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

6
月
11
日
〜
7
月
30
日

の
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
30
分

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

（
基
礎
課
程
）受
講
生
募
集

町
な
ど
か
ら
助
成
を
受
け
な
い

事
業
）を
実
施
す
る
団
体

▽
助
成
内
容　

研
修
会
な
ど
に
か

か
る
講
師
謝
金
1
万
円（
限
度
額
）

共
通
事
項

▽
申
込
方
法　

助
成
金
交
付
申
請

書（
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他　

助
成
団
体
な
ど
は
、

提
出
さ
れ
た
助
成
交
付
申
請
書

に
基
づ
き
、
審
査
を
行
い
、
決

定
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

平
成
24
年
2
月
29

日（
水
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
ふ
る

さ
と
づ
く
り
協
会（
〒
6
6
8
－

0
0
4
4　

山
王
町
11
－
28
）

　

☎
24
－
2
2
4
7

FAX 

24
－
1
6
1
3

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.tajim

a.or.jp/
m

odules

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

10
月
入
校
障
害
者
訓
練
生
募
集

▽
募
集
対
象　

身
体
障
害
者

▽
募
集
科
目　

オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科

▽
授
業
料　

無
料

（
教
科
書
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

▽
定
員　

15
人

▽
選
考
日　

8
月
2
日（
火
）

▽
申
込
方
法　

入
校
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
障
害
・
病

状
診
断
書
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

6
月
20
日（
月
）〜

7
月
19
日（
火
）

▽
そ
の
他　

通
校
が
困
難
な
方
に

は
、校
内
に
寮
設
備
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

講
座・
講
習

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
市
民
講
座

「
ホ
タ
ル
観
察
会
」

　

ホ
タ
ル
の
飛
び
交
う
幻
想
的
な

光
を
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

6
月
17
日（
金
）午
後
7

時
30
分
〜
9
時

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ

文
化
館（
祥
雲
寺
）

▽
内
容　

ホ
タ
ル
の
お
話
、
ホ
タ

ル
観
察

▽
講
師　

N
P
O
法
人
コ
ウ
ノ
ト

リ
市
民
研
究
所

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

懐
中
電
灯

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

☎
23
－
7
7
5
0

〜
4
時
30
分（
計
8
回
）

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
城
南
町
）

▽
受
講
料　

1
0
5
0
円（
テ
キ

ス
ト
代
）

▽
募
集
人
員　

15
人（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

6
月
7
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3

FAX 

24
－
4
5
1
6

（
〒
6
6
8
－
0
0
2
4　

寿
町

8
－
4
）

▽
問
合
せ　

兵
庫
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

　

☎
0
7
2
－
7
8
2
－
3
2
1
0

　

ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

☎
23
－
3
1
0
1

※
2
人
1
室
を
希
望
の
場
合
は
、1

人
2
千
円
の
追
加
料
金
が
必
要

▽
定
員　

40
人

▽
申
込
方
法　

友
の
会（
年
会
費

千
円
）に
入
会
の
上
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

6
月
7
日（
火
）

※
出
発
の
7
日
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

伊
藤
清
永

美
術
館
☎
52
－
5
4
5
6
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豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
か
ら
の　

 

お
知
ら
せ

◆
50
歳
か
ら
の　
　
　
　
　
　
　

ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
体
験
講
座

読
み
し
ば
い「
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ス
」

　

読
み
し
ば
い
と
は
、
台
本
を
手

に
持
っ
て
演
じ
る
劇
で
す
。

▽
期
間　

6
月
22
日
〜
8
月
24
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
2
時
〜
4

時（
全
9
回
）

※
8
月
3
日（
水
）は
休
み

▽
応
募
資
格　

50
歳
以
上
の
方

▽
受
講
料　

無
料

▽
募
集
人
員　

10
人
程
度

▽
申
込
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
住
所
、氏
名
、

年
齢
、性
別
、電

話
番
号
、応
募

動
機
を
記
入
の

上
、持
参
、郵
送
、

メ
ー
ル
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

6
月
20
日（
月
）

▽
そ
の
他　

8
月
27
日（
土
）に
豊

岡
市
民
プ
ラ
ザ　

交
流
サ
ロ
ン

で「
発
表
公
演
」を
行
い
ま
す
。

◆
舞
台
技
術
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

（
第
9
期
生
）

▽
期
間　

6
月
20
日（
月
）〜
7
月

10
日（
日
）

・
基
本
講
座
…
6
月
20
日（
月
）・

29
日（
水
）、
7
月
6
日（
水
）の

い
ず
れ
も
夜
間

・
特
別
講
座
…
7
月
9
日（
土
）

※
7
月
10
日（
日
）は
、
フ
ォ
ー
ク

ま
つ
り
で
実
習
を
行
い
ま
す
。

▽
内
容　

・
基
本
講
座
…
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
舞
台
・
照
明
・
音
響
の

基
礎
知
識
に
関
す
る
講
義
と
実

技
・
特
別
講
座
…
専
門
家（
ポ
ッ
プ

サ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
代
表　

増

田
恭
博
さ
ん
）に
よ
る
講
義
と

実
習　

※
希
望
者
の
み

▽
応
募
資
格　

高
校
生
以
上
の
方

（
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が

必
要
）

▽
募
集
人
員　

10
人
程
度

▽
受
講
料　

無
料（
特
別
講
座
は
千

円
）

▽
申
込
方
法 

所
定
の
応

募
用
紙
、

ま
た
は
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
応

募
動
機
を
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

6
月
18
日（
土
）

共
通
事
項

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ（
大
手

町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ（
〒
6
6
8
－
0
0
3
1

大
手
町
4
－
5　

ア
イ
テ
ィ
7

階
）☎
24
－
3
0
0
0

　

FAX 

24
－
3
0
0
4

  

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

plaza@
city.toyooka.lg.jp

豊
岡
市
手
話
通
訳
者

入
門
課
程
研
修

　

地
域
で
手
話
通
訳
活
動
を
し
て

い
る
方
や
学
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

手
話
通
訳
に
必
要
な
基
礎
的
知

識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

6
月
17
日
〜
8
月
26
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
7
時
30
分

〜
9
時（
計
10
回
）

※
8
月
12
日（
金
）を
除
く

▽
場
所　

市
民
会
館（
立
野
町
）

▽
受
講
資
格　

18
歳
以
上
で
、
地

域
の
手
話
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
約

1
年
以
上
手
話
の
経
験
が
あ
る

方
▽
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代

1
4
7
0
円
が
必
要
）

▽
募
集
人
員　

20
人

▽
申
込
期
限　

6
月
13
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係

　

☎
24
－
7
0
3
3

FAX 

24
－
4
5
1
6

教　

室

草
木
染
め
教
室

　

専
用
の「
ろ
う
」を
使
用
し
、
文

字
や
イ
ラ
ス
ト
な

ど
の
模
様
を
描
い

て
染
物
を
作
り
ま

す
。
一
緒
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
染
物
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

7
月
3
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
1
時（
雨
天
決
行
）

▽
場
所　

竹
野
南
森
林
公
園（
竹

野
町
森
本
）

※
受
付
は
竹
野
南
地
区
公
民
館

（
午
前
9
時
〜
・
竹
野
町
森
本
）

▽
内
容　

草
木
染
め

▽
参
加
費　

千
円（
中
学
生
以
下

は
5
0
0
円
）

▽
定
員　

30
人（
先
着
順
）

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴

▽
持
ち
物　

軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨

具
、
洗
濯
ば
さ
み（
4
個
）

※
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
し
ま
す（
食
材
は
用
意
し
ま

す
）。

▽
申
込
期
限　

6
月
20
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
総
合

支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3
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竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室

苔こ
け

玉だ
ま

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

試　

験

狩
猟
免
許
試
験
・
講
習
会

◆
狩
猟
免
許
試
験

▽
知
識
・
適
性
試
験
日
お
よ
び
場
所

・
1
回
目
…
7
月
6
日（
水
）・
神

戸
市
、
姫
路
市
、
養
父
市

・
2
回
目
…
9
月
10
日（
土
）・
神

戸
市

▽
技
能
試
験
日
お
よ
び
場
所（
知

識
・
適
性
試
験
の
合
格
者
の
み
）

・
1
回
目
…
7
月
20
日（
水
）・
姫
路

市
ま
た
は
7
月
27

日（
水
）・
神
戸
市

・
2
回
目
…
9
月
25

日（
日
）・
神
戸
市

▽
申
込
期
間

・
1
回
目
…
6
月
6
日（
月
）〜
21

日（
火
）

・
2
回
目
…
8
月
8
日（
月
）〜
23

日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
県
民

局
森
林
林
業
課
☎
26
－
3
6
6
9

ま
た
は
自
然
環
境
課

　

☎
0
7
8
－
3
6
2
－
3
4
6
3

◆
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会

▽
日
時　

6
月
26
日（
日
）午
後
1

時
〜

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

4
階

経
営
研
修
室（
大
磯
町
）

▽
内
容　

わ
な
猟（
獣
類
の
み
）の

知
識
・
技
能
に
関
す
る
講
習

▽
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

農
林
水
産

課
☎
23
－
1
1
2
7
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

幼
児
か
ら
小
学
生
を
対
象
に
、夏

期
集
中
の
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

水
慣
れ
か
ら
4
泳
法
が
泳
げ
る

ま
で
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に

あ
っ
た
コ
ー
ス
で
指
導
し
ま
す
。

▽
場
所　

竹
野
B
＆
G
海
洋
セ
ン

タ
ー（
竹
野
町
竹
野
）

▽
参
加
費　

各
コ
ー
ス
6
0
0
円

▽
申
込
期
限　

6
月
21
日（
火
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

竹
野
B
＆

G
海
洋
セ
ン
タ
ー（
月
曜
日
休
館
）

　

☎
47
－
1
8
0
5

　

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
造
花
と
は

違
う
新
し
い
花（
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
）で
苔
玉

の
和
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

6
月
18
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗（
祥

雲
寺
）

▽
講
師　

ス
タ
ジ
オ　

ア
ン
ジ
ェ

リ
ッ
ク
・
ケ
イ

▽
参
加
費　

3
千
円（
飲
み
物
付
）

▽
定
員　

40
人（
先
着
順
）

▽
持
ち
物　

キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み
ま

た
は
ペ
ン
チ
な
ど

▽
申
込
期
限　

6
月
17
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
☎
37
－
8
2
2
2

リトル
コース

日時 7月6日〜27日の毎週水曜日午前10
時〜11時

内容 水遊びや水慣れするコース
対象 3歳くらいまでの幼児と保護者
定員 6組（先着順）

その他 オムツのとれていない幼児は水中
オムツを着用ください。

◆短期集中水泳教室

①コース

日時 7月20日（水）〜23日（土）午後2時〜
3時

内容 泳げる楽しさを身に付けるコース
対象 小学生
定員 15人（先着順）

②コース

日時 7月26日（火）〜29日（金）午後2時〜
3時

内容 より早く、よりきれいに泳ぎ、タイ
ムアップを目指すコース

対象 小学生
定員 15人（先着順）

③コース

日時 8月9日（火）〜12日（金）午後2時〜3
時

内容 泳法を身に付けるコース
対象 小学生
定員 15人（先着順）

④コース

日時 8月19日（金）・23日（火）・24日
（水）・26日（金）午前10時〜11時

内容 個人の目標達成を目的とするコース
対象 小学生
定員 15人（先着順）

◆親子教室
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相　

談

そ
の
他

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

▽
日
時　

6
月
18
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

じ
ば

さ
ん
但
馬

　

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
室（
大
磯
町
）

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
・
多
重
債
務
・

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

▽
日
時　

6
月
18
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
4
時
30
分　

▽
場
所　

じ
ば

さ
ん
但
馬（
大

磯
町
）

▽
相
談
内
容　

遺
言
、
相
続

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
行
政
書
士
会

但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
6
－
94
－
0
6
0
6

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
っ

て
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と

お
り
公
売
し
ま
す
。

▽
公
売
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
競
り
売
り

▽
参
加
申
込
期
間　
5
月
26
日（
木
）

午
後
1
時
〜
6
月
10
日（
金
）午

後
11
時

▽
競
り
売
り
期
間　
6
月
17
日（
金
）

午
後
1
時
〜
19
日（
日
）午
後
11

時
ま
で

▽
代
金
納
付
期
限

　

6
月
27
日（
月
）午

後
3
時

▽
公
売
物
件　

軽
ダ

ン
プ
な
ど
15
点（
予
定
）

▽
参
加
資
格　

一
部
の
例
外
を
除

き
、
20
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば

原
則
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
が
、
公
売
保
証
金
の
納
付
が

必
要
で
す（
公
売
保
証
金
不
要

物
件
を
除
く
）。

▽
参
加
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
か
ら
の
参
加
と
な
り
ま
す

（
5
月
26
日
公
開
予
定
）。

　

http://koubai.auctions.

　

yahoo.co.jp/hyg_toyooka_city

「
子
ど
も
手
当
」は

引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
平
成
23
年
4

〜
9
月
ま
で
の
6
カ
月
間
は
、
こ

▽
そ
の
他　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公

売
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.city.toyooka.

lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
の
公
売
シ
ス

テ
ム

　

http://koubai.auctions.
yahoo.co.jp/

下
見
会

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は
、

返
品
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に

よ
く
見
て
参
加
く

だ
さ
い
。
下
見
会

へ
の
参
加
申
込
み

は
不
要
で
す
。

▽
日
時　

5
月
28
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
南
庁
舎　

1
階

ロ
ビ
ー

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
収
税
係（
公

売
担
当
）☎
23
－
1
1
1
8

れ
ま
で
と
同
じ
月
額
1
万
3
千
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
受
給
対
象
者　

0
〜
15
歳
に
到

達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の

子
ど
も（
0
歳
か
ら
中
学
校
卒

業
ま
で
）

▽
手
当
月
額　

1
万
3
千
円

▽
支
払
日　

○
6
月
15
日（
水
）

〔
平
成
23
年
2
〜

5
月
分
〕

○
10
月
14
日（
金
）〔
平
成
23
年
6

〜
9
月
分
〕

※
平
成
23
年
3
月
に
中
学
校
を
卒

業
し
た
子
ど
も
の
平
成
23
年

2
・
3
月
分
の
手
当
は
、
6
月

15
日（
水
）に
振
り
込
み
ま
す
。

▽
受
給
資
格
者　

子
ど
も
を
監
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母
な
ど

※
共
働
き
夫
婦
の
場
合
は
、
子
ど

も
の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
程

度
の
高
い
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
注
意
事
項　

次
の
方
は
、
申
請

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
出
生
な
ど
に
よ

り
、
新
た
に
養

育
す
る
子
ど
も

が
で
き
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
養
育
す

る
子
ど
も
が
増
え
た
方

・
既
に
受
給
し
て
い
て
、
他
市
町

か
ら
転
入
し
た
方

※
既
に
受
給
し
て
い
て
、
養
育
す

る
子
ど
も
の
数
に
変
更
の
な
い

方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

♦
平
成
23
年
6
月
の
現
況
届
の

提
出
は
不
要
で
す

※
平
成
23
年
10
月
か
ら
の
制
度
内

容
は
、
現
在
未
定
で
す
が
、
届

け
出
・
申
請
な
ど
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課

駅
前
駐
輪
場
の
放
置
自
転
車
を

整
理
し
ま
す

　

放
置
さ
れ
た
自
転
車
を
駅
前
駐

輪
場（
豊
岡
駅
、
竹
野
駅
、
城
崎

温
泉
駅
、
江
原
駅
、
国
府
駅
）に

仮
置
き
し
て
い
ま
す
。

　

期
限
ま
で
に

申
し
出
が
な
い

場
合
、
市
の
条

例
に
基
づ
き
処

分
し
ま
す
。
心

当
た
り
の
あ
る

方
は
、
現
地
で
確
認
の
上
、
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
仮
置
場
所　

各
駅
前
駐
輪
場
内
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▽
申
出
期
限　

11
月
30
日（
水
）

▽
問
合
せ　

・
都
市
整
備
課
☎
23
－
1
7
1
2

・
城
崎
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
6
5

・
竹
野
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
7
3

・
日
高
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
5
2

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
6
月
の
日

程
お
よ
び
担

当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま

す
。

下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
点
検
清
掃
商
法
に

　
　
　
　
　
　
　

注
意
く
だ
さ
い

　

宅
地
内

の
排
水
設

備
の
清
掃

な
ど
に
つ

い
て
、
あ

た
か
も
市

か
ら
委
託

を
受
け
て
い
る
よ
う
に
各
家
庭
を

訪
問
し
、
言
葉
巧
み
に
点
検
・
清

掃
の
作
業
を
持
ち
掛
け
て
く
る
業

者
が
あ
り
ま
す
。

　

市
が
個
人
所
有
の
施
設
の
点

検
・
清
掃
を
清
掃
業
者
な
ど
に
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
下
水
道
は
正
し
く

　
　
　
　
　
　
　

使
い
ま
し
ょ
う

　

下
水
道
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
の
水
に
溶
け
な
い
紙
や

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

油
類
・
固
形
物

を
流
す
と
、
下

水
道
管
が
詰
ま

り
ま
す
。
最
近
、

下
水
道
管
が
詰

ま
る
事
故
が
多

発
し
て
お
り
、

そ
の
修
理
時
に

は
、
下
水
道
を
使
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
気
を
付
け
て
、
下

水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

○
下
水
に
流
し
て
は
い
け
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
は
…

・
水
に
溶
け
な
い
紙（
テ
ィ
ッ
シ

ュ
ペ
ー
パ
ー
・
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
）

・
衛
生
用
品（
生
理
用
品
・
紙
お

む
つ
な
ど
）

・
調
理
の
く
ず
・
食

べ
残
し

・
揚
げ
物
の
残
り
油

（
サ
ラ
ダ
油
な
ど
）

・
薬
品
類
・
灯
油
な
ど
の
油
類

○
気
を
付
け
て
い
た
け
ど
…

　

も
し
、
下
水
道
管
が
詰
ま
っ
た

り
、
水
洗
便
器
が
故
障
し
た
時
は
、

排
水
設
備
指
定
工
事
店
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

下
水
道
課

　

☎
22
－
1
8
0
1

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ
お
知
ら
せ

◆
個
人
市
県
民
税
の
軽
減
措
置

○
雑
損
控
除
の
特
例

　

住
宅
や
家
財
な
ど
に
係
る
損
失

の
雑
損
控
除
を
、
本
年
度
の
市
県

民
税
か
ら
適
用
し
ま
す
。

※
6
月
17
日（
金
）ま
で
に
申
告
書

の
提
出
が
必
要

○
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
適
用
の
特
例

　

適
用
住
宅
が

震
災
に
よ
り
滅

失
な
ど
し
て
も
、

残
存
期
間
に
つ

い
て
引
き
続
き

適
用
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
軽
自
動
車
税
の
軽
減
措
置

　

滅
失
・
損
壊
し
た
自
動
車
・
軽

自
動
車
に
代
わ
る
軽
自
動
車
を
取

得
し
た
場
合
、
平
成
25
年
度
分
ま

で
軽
自
動
車
税
が
非
課
税
に
な
り

ま
す
。

▽
申
告
・
問
合
せ　

税
務
課
市
民

税
係
☎
21
－
9
0
4
5

◆
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

　

滅
失
・
損
壊
し
た
住
宅
の
敷
地

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
住
宅
用
地

と
し
て
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

☎
0
1
2
0
－
9
7
9
－
4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

☎
0
7
8
－
3
9
3
－
1
8
0
3

　

ま
た
、
滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋

の
買
い
換
え
な
ど
を
し
た
方
も
軽

減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
21
－
9
0
4
6

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

6
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

診療日 担当医師・住所

6
月

５日（日） 赤松　亮
（九日市下町）

19日（日） 中沢　洋
（出石町本町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時〜午後５時

６月のテーマ
曜日 内　　容
月 学習障害とは

火 高齢者の口
こう

腔
くう

ケアのポイント

水 こむら返りに効く漢方薬−芍
しゃく

薬
やく

甘
かん

草
ぞう

湯
とう

−
木 男性の膀胱炎

金〜日 治りにくい水虫



　国の地域活性化交付金事業で、5,401冊の図書
を購入しました。
　調べ学習に対応する参考図書、図鑑・辞書・地図
類の更新、絵本の買い替え、また、温泉や北前船
などの郷土に関する資料の充実を図りました。

　開館13年目を迎えた図書館は、昨年、分館ネッ
トワーク整備を完了し、一層身近に感じられる
ようになっています。
　暮らしの中の情報基地として、教養やレクリ
エーション、調査研究に、ぜひ、利用ください。

雨の本
＜ 一 般 ＞

雨と日本人
宮尾　孝 著（丸善）

　日本で生まれ育ったからには、四季
折々の雨と付き合わないではいられま
せん。文芸に限らず、芸術にもよく登
場する雨。日本人と雨との付き合い方
を、時に古典をひも解きながら、気象
庁出身の著者が楽しく綴るエッセイ。

＜ じ ど う ＞
あめの日のおさんぽ
シェフラー  文／ヴェンセル 絵
若林ひとみ 訳（文化出版局）

　雨の日、ぼくはレインコートを着て、
おばあちゃんと犬のルーカスと一緒に
散歩に出かけた。水たまり、軒下で雨
宿りしている小鳥たち、そして雨がた
っぷりしみ込んだ森のにおい…。雨の
日の散歩は新しい発見でいっぱいだ。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

6月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後６時
※本館（金・土）および日高分館（金）  午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎21-9010（出石総合支所１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

6月の行事予定

※詳細は、各館へ問い合わせください。

乳０～２歳　幼３～５歳
児６歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名

1 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

11：00～ おはなしのゆりかご　乳

2 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん　乳

13：30～ 本館 読み聞かせステップアップ講演会（第１回）　 般

3 金

4 土 10：30～ 竹野 わたしたちのトライやるな読み聞かせ　幼 児

但東 おはなしのもり　幼 児

5 日
6 月
7 火 （休館日）
8 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

9 木
10 金 14：00～ 出石 読み聞かせ講演会（第１回）　般

11 土

10：10～ 本館 土曜としょかん　幼 児

10：30～

城崎 おはなしランド　幼 児

竹野 テーマであそぼ！
「すてきな　はなよめさん♥」　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

12 日
13 月
14 火 （休館日）
15 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

16 木 13：30～ 本館 読み聞かせステップアップ講演会（第２回）　 般

17 金
18 土 15：00～ 但東 切り紙Art　般

19 日 13：20～ 本館 第３回古文書講座（初級）　般

15：00～ 第３回古文書講座（中級）　般

20 月
21 火 （休館日）
22 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

23 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳

出石 えほんのとびら　乳 幼

24 金 14：00～ 出石 読み聞かせ講演会（第２回）　般

25 土 10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

26 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児

27 月
28 火 （休館日）
29 水 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会　幼 児

30 木 （休館日）
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6月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料で、どなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石総合支所１階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

新聞紙遊び
日　時 ８日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 新聞紙を使った遊び（１日分の新聞紙を持参）

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び

日　時
①わらべうた遊び ３日（金）午前11時～
②ほっとたいむ ６日（月）、23日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 27日（月）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者

内　容 ①わらべうたや折り紙あそび　②唱歌や童謡をうたう
③紙芝居やいろいろな遊び

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎総合支所２階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 ５日（日）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（お母さん、きょうだい、祖父母の参加可）
内　容 親子ふれあい遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

パパと遊ぼうデー ｢親子遊び｣
日　時 11日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 パネルシアター、手遊び・うた

絵本の読み聞かせと折り紙
日　時 23日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせと折り紙指導

パパと遊ぼうデー“親子ふれあい運動あそび”
日　時 28日（火）午前10時30分～11時30分
場　所 城崎総合支所　集会室
対　象 乳幼児と保護者　15組
募集期間 １日（水）～18日（土）

ベビーマッサージ教室
日　時 15日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
講　師 細川智子さん
持ち物 バスタオル、フェイスタオル　各１枚
募集期間 １日（水）～10日（金）

子育てミニ講話
日　時 23日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師の話　トイレトレーニング～いつどう始めたらいい？～

わいわいコーラス♪♪
日　時 14日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を楽しく歌う。

お母さんの手作り広場１
日　時 30日（木）午後１時30分～３時30分
対　象 子育て中の保護者　先着10人
内　容 牛乳パックでいすを作ろう！
持ち物 牛乳パック（１リットルサイズ20本）、ボンド、布、はさみ、布ガムテープ　など
申込期限 15日（水）～27日（月）

交通安全教室
日　時 ７日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 交通安全指導。豊岡北警察署から白バイ、パトカー来場。

こどものからだ育ち講座－母乳の話－
日　時 ７月４日（月）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　市民活動室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 母乳の話、乳幼児期の食生活について　など
講　師 助産師　井垣享子さん
申込期間 20日（月）～７月１日（金）

家族運動会（パパも一緒に遊ぼうデー）
日　時 ４日（土）午前９時45分～正午
場　所 中竹野ふるさと館
対　象 乳幼児と保護者、家族
内　容 家族みんなが参加できる楽しい運動会
持ち物 上履き（大人のみ）、新聞紙１日分、お茶、タオル

わらべうた＆製作
日　時 22日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子で楽しむわらべうた、折り紙：アンパンマンシリーズ「ドキンちゃん」

絵本の読み聞かせの会
日　時 ９日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

パパと遊ぼうデー“講話と実技　おやこっこ運動遊び”
日　時 26日（日）午後１時30分～３時30分

対　象 講話：子育て中の保護者、運動遊びに関心のある方など　40人
実技：２歳以上の幼児とお父さん（お母さん、きょうだいの参加可）　25組

内　容 講話「幼児期だからこそ運動遊び」、実技：親子で運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健
申込期間 ８日（水）～22日（水）

おやこっこリズム遊び
日　時 24日（金）午後１時30分～２時30分
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組
内　容 親子遊び、リズム遊び、ダンスなど
申込期間 ６日（月）～22日（水）

子育ち＆親育ち講座
日　時 29日（水）午後１時30分～３時30分
場　所 豊岡市民プラザ　練習室
対　象 子育て中の保護者　20人（保育は15人まで）
内　容 子どものこころの発達としつけのポイント
申込期間 15日（水）～27日（月）

おはなし広場
日　時 ４日（土）、18日（土）、25日（土）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

なかよし広場
日　時 22日（水）午前９時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）、子育て支援ボランティア

マタニティママ交流広場
日　時 27日（月）午前９時45分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 妊婦

内　容 ・妊婦同士や先輩ママとの交流
・マタニティヨガ　・なんでも相談

スタッフ 助産師、保健師、栄養士、歯科衛生士、保育士

パパと遊ぼうデー｢親子運動遊び｣
日　時 18日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子ふれあい遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
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出石文化会館ひぼこホール（出石町水
むな

上
がい

）
☎52−6222  FAX 53−2131

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館）

　６月18日（土）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席指定
　　　　　一般3,000円、中学生以下1,500円（友の会会

員は300円引、当日券は各500円増）
※３歳未満児は入場できません。
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方

は６月10日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケットは、各プレイガイドでも購入できます。

■いっこく堂『ミラクルボイスS
シ ョ ー

HOW！』
　松山千春や秋川雅史など新
作“モノマネ腹話術”で大ブレ
イク！　進化する“ボイスイ
リュージョン”で笑いと驚きの
ステージをお楽しみください。

※チケットは、豊岡市民プラザのほかに、市民会館、
図書館本館･但東分館、城崎･竹野･日高地区公民
館、ひぼこホールで購入できます。

　７月10日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　青木まり子さん　地元出演者
◇入場料　全席自由　一般2,000円（当日2,500円）、ペ

ア3,500円（前売りのみ）、高校生以下・65
歳以上1,500円（当日1,800円）

◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方
は６月30日（木）までに申し込みください。

◇チケット発売中

■第４回フォークまつり
　温かな雰囲気のフォークソン
グの１日をお楽しみください。

　７月24日（日）
　　開演14：00（開場13：30）
◇入場料　全席自由
　　　　　一般1,000円、
　　　　　中学生以下500円（友の会会員は100円引）
※未就学児は入場できません。
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方

は、７月15日（金）までに申し込みください。
◇チケット発売中
※チケットは、各プレイガイドでも購入できます。

■とよおか・シネマオアシス VOL.5
　｢武士の家計簿｣

　６月11日（土）　開演19：00（開場18：30）
◇入場料　無料（全席自由）

■第四回ひぼこY
よ さ こ い

OSAKOI祭り
　Y

よ さ こ い

OSAKOI 
S
そ ー ら ん

ORAN
　但馬地域のよさこいチ
ームによる華やかな舞を、お
楽しみください。

豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館）

〒668-0031　大手町4-5

　６月12日（日）　開演12：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　太田博章さん
◇内　容　アコースティックギ

ター＆ボーカル
◇曲　目　ありがとう、糸、さぁ、行こう！　ほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■第80回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度コンサートを開催しています。

■９月25日（日）公演情報!!
　｢2011催し物案内｣ で後日お知らせすることとし
ていました公演アーティストを発表します。

　『森山直太朗コンサートツアー2011』
　2003年発売の「さくら（独唱）」が大
ヒットしたシンガーソングライター森山
直太朗。彼の心に染み入る歌声と
ライブパフォーマンスをご期待ください！
（詳細は、後日お知らせします）

　７月30日（土）　開演18：30（開場18：00）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　たんたん落語笑年団、た

んたん落語会
◇入場料　全席自由　一般500円
　　　　　高校生以下300円
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の方は

７月20日（水）までに申し込みください。

■第12回　プラザ寄席「ふれ愛亭」

　７月10日（日）　２回公演
　　昼の部　開演13：00（開場12：30）
　　夜の部　開演18：30（開場18：00）
◇入場料　全席指定　Ａ席1,500円、Ｂ席1,000円、

桟敷席2,400円（当日券は各500円増）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学前）を希望の

方は６月30日（木）までに申し込みく
ださい。

◇チケット発売中

■一本刀土俵入
　横綱への夢破れ、諸国を流れる茂
兵衛が織り成す人情というもう一つの
土俵を描いた痛快人情時代劇です。
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平成23年5月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

6月の主な行事
JUNE

平成23年

15（水）ベビーマッサージ教室（10：30～但東子育てセンター）

16（木）
17（金）コウノトリ文化館市民講座「ホタル観察会」（19：30～コウノトリ文化館）

18（土）いっこく堂「ミラクルボイスS
シ ョ ー

HOW」
（14：00～市民会館）

19（日）第34回親善少年武道大会（９：00～総合体育館・市民体育館）
田んぼの学校

（９：30～コウノトリ文化館周辺）

20（月）ほたる祭（奥山ログハウス周辺、～26日　出石町奥山）

21（火）

22（水）なかよし広場（９：30～豊岡市民プラザ）わらべうた＆製作
（10：30～出石子育てセンター）

23（木）

24（金）

25（土）

26（日）

27（月）マタニティママ交流広場（９：45～豊岡市民プラザ）

28（火）

29（水）

30（木）
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と
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Ⓘ

合　計 男　性 女　性 世帯数
88,492人（＋85人） 42,350人（＋28人） 46,142人（＋57人） 32,432世帯（＋119世帯）

1（水）風景四季彩展（城崎文芸館、～30日）復刻！シーボルトコレクション
（城崎文芸館、～30日）

第54回企画展「草原のメロディー　響きわ
たるモンゴルの音楽」
（日本・モンゴル民族博物館、～８月30日）
コウノトリ文化館企画展　写真展「豊岡の
空から世界へ」（コウノトリ文化館、～30日）

2（木）公園で遊ぼう（10：30～城崎駅通り公園）
3（金）
4（土）家族運動会（９：45～中竹野ふるさと館）植村直己冒険賞授賞式・記念講演会

（13：30～日高文化体育館）
城崎ゆかたフェスタ2011

（16：00～城崎温泉街）

5（日）鼻かけ地蔵尊祭（９：00～城崎町楽
さ

々
さ

浦）
パパと遊ぼうＤ

デ ー

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

6（月）
7（火）
8（水）
9（木）
10（金）
11（土）とよおか・こどもまつり（10：30～豊岡市民プラザ）

第80回サロンコンサート
（12：30～豊岡市民プラザ）

第四回ひぼこY
よ さ こ い

OSAKOI祭り
（19：00～出石文化会館ひぼこホール）

12（日）
13（月）
14（火）
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　有形民俗文化財とは、それによって人々の暮らしや文化、生業、信仰などを知ることができる資料の
ことで、中でも地域的特色や歴史的な移り変わりをよく表しているものを指定しています。これらは
全て地域の人々の暮らしと深く関わってきたものです。

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

「有形民俗文化財」

全て地域の人々の暮らしと深く関わってきたものです。

農村歌舞伎舞台
（県指定）但東町虫

む

生
しゅう 柳ごうり生産用具一式および製品

（市指定）神美台・出土文化財管理センター

飾
かざり

千
せ ん

石
ご く

船
ぶ ね

（市指定）竹野町竹野・北前館資料室
大名行列諸道具一式

（市指定）出石町内町・家老屋敷

語句の解説
・地芝居
・コリヤナギ
・船祝い

歴史 探訪
～文化財を巡る～23

柳ごうり生産用具一式および製品は、現在展示していません。




